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この取巧説明書について 


この取扱説明書では、主に付属の U モコンのボタンを 
使った操作のしかたを説明しています。 U モコンと同 
じ名前の本体のボタンは、同じ働きをします。 
リモコンの ON SCREEN を押すと、本機の 
MOMTOR OUT 端テにつないだテレビに、ニュー 
の設定画面が表示されます。 

本機はドルビー*デジタルデコーダー ( EX ) およびドルビー 
プ□□ジック川、 llx ) アダプティブマト U ックスサラウン 
ドデコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デコーダー、 DTS ** 
( DTS - ES および DTS 96/24) デ]-ダーを搭載していま 
す。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されて 
います。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround EX、AAC □ 
3 及びダブル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標で 
す。 

**Digital Theater Systems , Inc からの実施権に基づき製 
造されています。 DTS 、 DTS - ES 、 Neo :6 および DTS 
96/24は Digital Theater Systems , Inc の商標でず。 

マルチチャンネルインテグレートアンプは、 High - 
Definition Multimedia Interface ( HDMI ™) 技術を搭載し 
ています。 

HDMI、HDMI □コ'、及び High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標または、登録 
商標です。 
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接続と準備 


各部の名前と働を 

本巧前面 



力八一をはずずには 

PUSH を巧します。 

はずしたカバーは、おモ様の手の届かないところに保 
管して < ださい。 


名称 

働を 

田] POWER (電源） 

本機（アンプ）の電源を入/切しま 
す（29、39、40、41、42、64 
ぺージ)。 

回 AUTO CAL MIC 端 

自動音場補正機能で使用するマイ 

モ 

クをつなぎます （32 ページ)。 

图 TONE MODE 

フ□ントスピーカーか日出力され 

TONE つまみ 

る高音域 （ TREBLE ) と、低音域 
( BASS ) を調節します 。 TONE 
MODE をくり返し押して 、 BASS 
または TREBLE を選びます。続け 
て TONE つまみを回してレベルを 
調節します（4アページ)。 

团 LEVEL 

LEVEL をくり返し押して 、 Level 

+/- つまみ 

Settings メニューを選びます。続 
けて+/—つまみを回してレベルを 
調節します （46 ページ)。 

固 U モコン受光部 

U モコンからの信号を受信しま 
す。 

固 SLEEP 

ス U —プタイマーを設定します 
(71 ぺージ)。 

团 DIMMER 

表示窓の明るさを切0換えます。 
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名称 

働き 

团 SUR BACK 

サラウンドバック音声デコードの 

DECODING 

設定を切り換えます （49 ページ)。 

图 CAL PRESET 

保存した自動音場補正機能の設定 
を選びます （32 ページ)。 

画表示窓 

プ□グラムの名称や設定など、さ 
まざまな情報を表示します （6 
ぺージ)。 

回 2CH 

サウンドフィールドを選びます 

A.F.D. 

MOVIE 

MUSIC 

ほ7ぺージ)。 

02] DISPLAY 

表示窓に表示される情報を切〇換 
えます （71 ぺージ)。 

画 INPUT MODE 

同じ機器をデジタルとアナ□グ両 
ちの入力端子につないでいる場含 
に、入力信号の優先順位を設定し 
ます （67 ページ)。 

回 MULTI CH IN 

MULTI CHANNEL INPUT 端子 
につながれている機器へ入力を切 

0換えます （38 ページ)。 

画 HDMI 

HDMI 接続されている外部機器の 
入力を選びます （38 ページ)。 

画 PHONES 端子 

へッドホンをつなぎます （60 ペー 
ジ)。 

回 SPEAKERS 

フ□ントスピーカーの A 、 B 、 

(OFF/A/B/A+B) 

A + B 、 OFF を切り換えます （3 S 
ぺージ)。 

画 VIDEO 3 IN/ 

ビデオカ六ラやテレビゲーム機な 

PORTABLE AV IN 

どのポータブルオーディオ/映像機 

ム iii ブ 

刪モ 

器をつなぎますに5、41ペー 
ジ)。 

画 MULTI CHANNEL 

マルチチャンネル音声びデコード 

DECODING ランプ 

されているとをに点灯します （4 日 
ぺージ)。 

國 INPUT 

再生する入カソースを選びます 

SELECTOR つまみ 

(38、39、40、41、42、66、 

67、72ぺージ)。 

國 MASTER 

本機（アンプ）の音量を調節しま 

VOLUME つまみ 

す（38、39、40、41、42ペー 
ジ)。 





















表巧窓に点巧する頃目と働を 


の 


回 图团阁固の图图圓回固 固回固 


1 SW \ 

f L 飞 / C 、/ R 飞 

L.F.E. 

バし 11 S II SR) 

Isbl/ し SB I\SBRI 


'-□□D 


JnPUT 化 UTO 尼 DMII2I 


GITAL EXI 


•I • に畑み兄[か巧 


COAXK) 


雨 NA 



姻 MULTI INl| 


目 . RANG 曰 EQ 


ISP-ASP-BSP-OFFI 


[SLEEP 


画 國12111221 國 


IMEMORYh 


因 


VOLUME dB 

Uoo 0 

り」ししし , 


齒函 


名称 

働を 

圧 ISW 

サブウーファーの設定が r 丫 ES 」 に 


なっていて、音声信号が SUB 
WOOFER 端子から出力されているとき 
ほ2ページ）に点灯します。この表示び 
点打しているとをは、入力信号の L . F . E . 
信号またはスピーカーの低域成分をちと 
に、サブウーファーから音声を出力して 
います。 


图 再生チャンネル 現在本機び出力しているチャンネルを表 

表示 

のしま 9 0 

文字（し C 、 R など）はソース音源を、 
文字の周0の枠は、ソース音源が、ス 
ピーカーセッティングに基づくダウン 

S ックス処理で、どのチヤンネルから出 
力されているのかを示します。 

L 

フ□ント左 

R 

フ□ントち 

C 

センター(モノラル） 

SL 

サラウンド左 

SR 

サラウンドち 

S 

サラウンド（モノラル/プ□□ジック処 
理されたサラウンド成分） 

SBL 

サラウンドパック左 

SBR 

サラウンドバックち 

SB 

サラウンドバック （6.1 チヤンネル処理 
されたサラウンドバック成分） 

例：記録お式（フ□ント/サラウンド）： 
3/2.1 

再生チヤンネル：サラウンドスピー 
力一なし 

サウンドフィールド： A . F . D . 

AUTO 

のの 

SL SR 


名称 

働を 

固 nnDIGITAL 
(EX) 

ドルビーデジタルサラウンド信号をデ 
コードしているとをに点灯します。ドル 


ビ ー EX デコードしているときに 「 EX 」 
わ点灯します。 

ドルビーデジタルフォーマツトのデイス 
クを再生するとをは、デジタル接続して 
いること 、 INPUT MODE が 


「 ANALOG 」 になっていないことを確 
認してください （67 ページ)。 


团 INPUT 

現在の入カランプととちに常に点灯しま 
す。 

固 AUTO 

INPUT MODE が 「 AUTO 」 に設定さ 
れているときに点灯します （67 ペー 
ジ)。 

固 HDMI 12 

HDMI 機器を認識しているとをに点灯し 
ます （19 ページ)。 

团 DTS(-ES) 

DTS 信号をデコードしているとをに点 
灯します。 DTS - ES デコードしていると 
きに 「- ES 」 も点灯します。 

DTS フォーマツトのディスクを再生す 
るときは、デジタル接続していること、 
INPUT MODE が 「 ANALOG 」 になつ 
ていないことを確認してください （67 
ぺージ)。 

图 96/24 

DTS 96 kHz /24 bit 信号をデコードして 
いるとをに点'なします。 

图 COAX 

INPUT MODE を 「 AUTO 」 に設定し 
ていて、デジタル信号が COAXIAL 端子 
から入力されているとを、または 

INPUT MODE が 「 COAX 」 に設定さ 
れているときに点灯します （67 ペー 
ジ)。 

圆 OPT 

INPUT MODE を 「 AUTO 」 に設定し 
ていて、デジタル信号が OPT に AL 端子 
から入力されているとを、または 

INPUT MODE が 「 OPT 」 に設定され 
ているときに点灯します （67 ページ)。 
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名称 

働き 

回 ANALOG 

INPUT MODE を 「 AUTO 」 に設定し 
ていて、 COAXIAL または OPTICAL 端 
子に信号が入力されていないとさ、また 
は INPUT MODE が 「 ANALOG 」 に設 
定されているとき、またはアナ□グダイ 
レクト機能を使用しているとをに点灯し 
ます （67 ページ)。 

回 MULTI IN 

MULTI IN が選ばれているときに点打し 
ます （38 ページ)。 

回 BI-AMP 

SURBACKSP を [ BI-AMPJ に設定 
しているときに点灯します （53 ペー 
ジ)。 

圆 D.RANGE 

ダイナミックレンジの圧縮が働いている 
ときに点灯します（4アページ)。 

画 EQ 

イコライヴーが働いているとをに点灯し 
ます（4アページ)。 

圆 SLEEP 

ス U —プタイマーが働いているとをに点 
灯します （71 ぺージ)。 

旺 1 LF.E. 

入力信号に L . F . E . (重低音効果）のチャ 
ンネルが存在しているとをに 「 LF . E 」 

の文字が点灯します。また、実隙に 
し F . E . 信号の音が再生されているときに 
は、文字の下のバーが信号のレベルに応 
じて点灯します。し F . E . 信号は、すべて 
の部分に記録されているとは限らないた 
め、を< の場合、バーは点灯と消灯を< 

り返します。 

圆 nnPRO 
LOGIC 
(ll/llx) 

S チャンネル信号をプ□□ジック処理 
し、センターやサラウンドチャンネルの 
信号を出力しているとさに点灯します。 
また、プ□□ジック II またはプ□□ジッ 
ク I lx のムービー / S ュージック/ゲーム 
モード処理を行っているときにち点灯し 
ます （58 ページ)。 

圆 NE0:6 

DTS-ES Neo :6 のシネマ/ミュージック 
処理を行っているとをに点灯します 
(己8ページ)。 

國 DISCRETE 

DTS-ES Discrete 信号をデコードして 
いるとをに点灯します （49 ページ)。 

國 MATRIX 

DTS-ES Matrix 信号をデコードしてい 
るとをに点灯します （49 ページ)。 

國 MPEG-2 AAC MPEG -2 AAC 信号が入力されたとをに 
点なします。 

國 SP-A/SP-B/ 
SP-0FF 

使用しているスピーカーシステムを表示 
します。 rSP-OFFJ は SPEAKERS 
(OFF/A/ 巨/ A + B ) で rSP-OFFJ を選 
んでいるとを、またはヘッドホンをつな 
いでいるとさに点灯します。 


名称 働を 


图 SB DEC 

サラウンドバック音声のデコーディング 
が行われているとをに点なします （49 
ぺージ)。 

圓 

筋 

m 

國 MEMORY 

Name Inp 山などの、六モリー機能が働 
いたとをに点灯します （66 ページ)。 

か 

m 

ii 

國 VOLUME 

現在の音量を表示します。 



ごま意 

• MPEG -2 AAC は、アルコ’リズム ： （LC (Low 
Complexity )) にのみ対応しています。 


• [ XiPROLOG に （ ll / llx ) は、センタースピーカーとサラウン 
ドスピーカーの両方び「 N 0」に設定されているとさは点灯し 
ません （53 ページ)。 
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DVD プレーヤー、 スーパー 
オーディオ CD / CD プレー 
ヤーなどをつなぎます。 

— COAXIAL のほうがよ0高 
音質です（14、15ページ)。 


DVD プレーヤー、チュー 
ナーなどをつなぎ、映像と 
音声をテレビやプ□ジェク 
ターなどに出力します （19 
ぺージ）。 


カセットデッキ、 MD/DAT 
デッキなどをつなぎます 
(14、 "17 ページ)。 


’ 7.1 チヤンネルや日.1チヤン 
ネルのアナ□グ音声出力端 
子を持っているスーパー 
オーディオ CD プレーヤーや 
DVD プレーヤーをつなぎま 
す（14、16ページ)。 


け部のパワーアンプなどと 
つなぎます。 


コンポーネント 
映像入出力端子* 


DVD プレーヤー、テレビ、 
チューナーなどとつなぎ、 
よ0高画質な映像を楽しめ 
ますに1、22、24ぺ一 
ジ）。 


a 


© 


OPTICAL m 
デジタル音声 
入出力端子 


COAXIAL 
(同軸）デジタル 
音声入力端子 


HDMI 入出力 
端子 


回 音声入出力部 


. 0 音声入出力端子 



I- • 一 ,, —I 

■SnFT 

pSS5-| 

0 

© 

0 

© 

© 

© 

© 

© 

JM 


マルチチヤンネ几 
入力端子 


i 

© 

© 

© 

© 

© 

© 

© 



PREOUT 
(プ U アウト） 
出力端子 




固コンポーネント映像入出力部 


。③ 

音声入出力端子 

ビデオデッキ、 DVD プレー 
ヤーなどの映像と音声をつ 
なぎますに2、24、 S 己 

◎ 

映像入出力端子* 

ぺージ)。 

© 

S 映像入出力 
端子* 


固 スピーカー 出力部 

戀戀 


スピーカーをつなぎます 
(13 ぺージ)。 


* お手持ちのテレビを MONITOR OUT 端子につなぐと、選ん 
だ入力の映像を見ることびでさますに ■! ページ)。また 、 ON 
SCREEN を押したとを、メニューの設定やヴウンドフイール 
ドを表示できます （65 ページ)。 


田 デジタル入出力部 


团 映像と音声の入出力部 


本巧を面 


◎ ◎ ◎ 



固 


团 


固 


图 


田 
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リモコン 


付属のリモコン （ RM - AAL 007) を使って、本機の操 
作びでさます。また、 U モコンに登録したソニー製機 
器を操作でさます （75 ページ)。 

リモコン （ RM - AAL 007) 


& 

Wr 


画 


M ——：0 

RETURh 

EXIT 


TV RMSETUP AV I/O ' 

© 过 


SYSTEM STANDBY 


XL 


TWSAT_TAPE/CD.R MD/DAT SA-CD/Ct 


TUNE し PHONO 一 HD … 1 一 HDMI2 


MULTI IN A.DIRECT SL を AMPLIFIER 

包夕を Gi . 

or»u ft cn unuic micif* 




© © ⑤ 
@.©. ⑤ 

[©■® .③ 
10 (CLEARl を /101 を TERl 



© 

DCDI AV ふ、 , AM" 

い . 1 1 .• )1 

© 

1 JNING - T 

◎ 

UNING 

u 

DISC SKIP 

-0 

TV VOL 

© 

© 



jflPMFNU UFMU ||—EJ_E2— 

TJIGHT INPUT .MA じ HU1 HACRO z 

MODE MODE JV/VIDEO WIDE 


-m 

切 


個 

切 

面 

晒 


-m 


個 


u モコンのボタン 

機能 

圧 Iav 1/ む（電源 オン/ス 
タンバイ） 

U モコンに登録されている機器の 
電源を入/切します （7 己ページ)。 
1/(1) (回）と同時に押すと、本体 
と、イ也のソニー製オーディオ/映像 
機器の電源を切0ます 
(SYSTEM STANDBY )。 

回 1/(1) (電源 オン/スタ 
ンバィ） 

本体の電源を入/切します。 

すべての機器の電源を切るとを 
は、1/のと AV 1ゆ（田])を同時に 
押します （SYSTEM 

STANDBY )。 

回 入力切り換え用ボタ 
ン 

使用する機器を選びます。 

入力切0換え用のボタンを押す 
と、本体の電源び入0ます。 

工場出荷時は、ソニー製機器の操 
作ができるように設定されていま 
す （38 ページ)。リモコンに登録 
すると、他社製の機器を操作する 
ことちでをます。詳しくは、「お 
使いの機器に含わせて本機を U モ 
コンに登録する」 （7 日ページ）を 
ご覧ください。 

团 SLEEP 

ス U —プタイマーを使って本機の 
電源が自動的に切れるまでの時間 
を設定します（ア1ページ)。 

固 AMPLIFIER 

本体の操作を有効にします （43 
ぺージ)。 

固 2 CH 

サウンドフィールドを選びます 

A . F . D . 

ほ7ページ)。 

MOVIE 


MUSIC 



ごを 意 

• 機器によっては、上記の操作びできなかったり、説明されてい • AVI / 江)の機能は、入力切り換え用のボタン（回）を巧すたび 

る通りに動かない場合びあ0ます。 に自動的に切り換わります。 





























































































u モコンのボタン 

機能 

团 数字ボタン 

CD プレーヤーや DVD プレー 
ヤー、 MD デッキのトラックを選 
びます。トラック番号10を選ぶと 
をは、0/1日を押します。 

また、ビデオデッキや衛星放送 
チューナーのチャンネルを選びま 
す。テレビのチャンネルを選ぶと 
きは 、 TV (國）を押したあとに、 
数字ボタンを押します。 

FM / AM チューナーのプリセット 
番号や、周放数の入力びでをま 
す。 

ENTER 

数字ボタンでチャンネルやデイス 
ク、トラックを選んだあとに、巧 
して決定します。 

MEMORY 

TUNER (回）を逞んでいるとを 
に使います。プ IJ セット操作に使 
います。 

CLEAR 

数字ボタンを間違えて押したとを 
に、取0消すことができます。 

また、衛星放送チューナーや DVD 
プレーヤーを連続再生などに戻し 
ます。 

□TUNING 

放送局を手動受信するモードにし 
ます。 

>10 

ビデオデッキ、衛星放送チュー 
ナー、 CD プレーヤー、 MD デッ 
キの11政上の番号のトラックを選 
びます。また、デジタル CATV 
チューナーのチャンネルを選びま 
す。 

[8] DISPLAY 

表示窓やビデオデッキ、衛星放送 
チューナー、 CD プレーヤー、 

DVD プレーヤー、 MD デッキのテ 
レビ画面に表示される情報を切0 
換えます （71 ぺージ)。 

凹© 

♦/*/♦/■► 

MENU (回） または TOP 

MENU (圆） を巧したあと、 ♦/ 
♦/♦/* を押して設定を選びます。 
続いて©を巧して、還おを決定 
します。 

画 OPTIONS 

DVD プレーヤーなどのオプション 

TOOLS 

メニューを表の、還択します。 

回 MENU 

本機や DVD プレーヤー、テレビな 
どの方ニューを表示します。 

画 REPLAY ♦•/ 
ADVANCE .♦ 

ビデオデッキや DVD プレーヤー 
で、前の場面を再生した0、現在 
の場面を早送0します。 

圆 イイ/ ►►a) 

■ a ) 

■ ■ a ) 

|> b ) 

1 ◄◄/ 

DVD プレーヤーや CD プレー 
ヤー、 MD デッキ、カセットデッ 
キなどを操作します。 


U モコンのボタン 

機能 

回 PRESET + b )/- 
TVCH + b )/- 

TV (國）を巧したあとはテレビ 
のチャンネルび切0換わ0ます。 
入力切0換え用ボタン（回）で逞 
んでいる機器の、チャンネルなど 
の切0換えびでをます。詳しく 
は、「本機の U モコンで他機を操 
作する」 （74 ページ）をご覧くだ 
さい。 

固 FVF2 

TV (國）をす甲したあと F 1 または 
F 2 を巧して、操作する機器を選び 
ます。 

• 八ードディスクレつーダー 

F 1 :HDD 

F 2 :DVD 

• DVD / VHS コンボプレーヤー 
F 1 :DVD 

F 2 :VHS 

TV/VIDEO 

TV / VIDEO と TV (國）を同時に 
押して入力信号を選びます（テレ 
ビ入力またはビデオ入力)。 

WIDE 

ワイド画面モードを選びます。 

MACR01 、 

MACR02 

AMPLIFIER (固）を巧したあと 
MACRO "! または MACR 02 を押 
してマク□機能を設定します （77 
ぺージ)。 

画 TOP MENU 

DVD のニューやガイドをテレビ 
画面に表示させるとさに押しま 
す。♦/*/寺/*/(2)を使って 
ニュー操作を行います。 

MENU 

DVD の六ニューをテレビ画面に表 
示させるときに押します。 ♦/*/*/ 
*/ ©を使 つて乂ニュ ー操作を行 
います。 

NIGHT MODE 

AMPLIFIER (固）を押したあと 
NIGHT MODE を押して、 

NIGHT MODE 機能を有効にしま 
す （62 ページ)。 

INPUT MODE 

同じ機器をデジタル端子とアナ □ 

グ端子の両方につないでいるとを 
に 、 AMPLIFIER (固）を押した 
あと INPUT MODE を巧してイン 
プットモードを選びます （67 ペー 
ジ)。 

回 MUTING 

消音機能を有効にします （38 ペー 
ジ)。 

圆 MASTER VOL 
+/- 

すべてのスピーカーの音量を同時 
に調節します （38 ページ)。 

TV VOL +/- 

TV (國）を巧したあと TVVOL 
+/—を巧して、テレビの音量を調 
節します。 

画 D に C SKIP 

マルチディスクチェンジャーを 
使っているとをに、ディスクを選 
びます。 
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IJ モコンのボタン 

機能 

國 RETURN/EXIT 

ビデオデッキや DVD プレーヤー、 
衛星放送チューナーの ニューや 
ガイドがテレビ画面に表示されて 
いる場含、前のニューに戻ると 
をや X ニュー画面を抜けるときに 
押しまず。 

國 ON SCREEN 

本機の状態を表示しまず 。 MENU 
(困）を巧ずと、メニューを表示 
します。 

國 A.DIRECT 

選んだ入力の音声を、調整を加え 
ないアナ□グの信号に切0換えま 
す （61 ページ)。 

國 TV 

テレビの操作を有タカにします。 

國 RM SET UP 

U モコンを設定します。 


a ) を機器を操作できるその他のボタンについては、74ぺージの 
表をご覧ください。 

b ) 〇 、 PRESET +ボタンには、凸点（突起）び付いています。 
操作の目印として、お使いください。 
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準備！：スピーカーを設置する 

本機では最大 7.1 チャンネル（スピーカー7本とサブ 
ウーファー1本）のスピーカーシステムを構成でさま 
す。 


5.1/7.1チヤンネルで楽しむ 


映画館のよラなマルチチャンネル音声を充分にお楽し 
みいただくには、 

• 5本のスピーカー（フ□ントスピーカー： 2本、セン 
夕ースピーカー：1本、サラウンドスピーカー： 2本) 
• サブウーファー 
び必要です巧.1チヤンネル)。 


5.1 チヤンネルにさらに 

• サラウンドバックスピーカー：1本 （6.1 チヤンネ 
ル） 

または 

• サラウンドバックスピーカー： 2本 （7.1 チヤンネ 
ル） 

を追加することによつて、サラウンド EX フォーマット 
の DVD ソフトをお実に再現できるようになります 
(「ドルビーデジタルや DTS のサラウンド効果にヴラウ 
ンドバック機能を働かせる」 （49 ページ)）。 


7.1 チヤンネルの設置例 


5.1 チヤンネルの設置例 


センター 

ヴブウーファー スピーカー 


センター 

サブ ウーファー スピーカー 



サラウンド 
スピーカー ( L ) 


サラウンド 
スピーカー ( R ) 


フ□ント 
スピーカー ( L ) 


フ□ント 
スピーカー ( R ) 



サラウンド 
スピーカー ( L ) 


サラウンド サラウンド 

バック スピーカー ( R ) 

スピーカー ( L ) 

サラウンド 

バック 

スピーカー ( R ) 


ちよつと一言 

•6.1 チャンネルのスピーカーシステムを構成する場合は、サラ • サブウーファーには指向性びあ0ませんので、お好みの場所に 

ウンドバックスピーカーを U スニングポジションの真後ろに配 設置で定ます。 

置します。 
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準備 2: スピーカーを接続する 


サラウンド 
スピーカー （ R ) 


サラウンド 
スピーカー （ L ) 



追加のフ□ントスピーカーを使用するとさは 、 FRONT 
SPEAKERS 回端子につないでください。使用するフ□ント 
スピーカーを本機前面の SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) で 
選べます （32 ページ)。 

サラウンドバックスピーカーを1本のみ使用するとさは、 
SURROUND BACK SPEAKERS L 端子につないでくださ 
し、。 




モノラル 
音声コード! 
(別売り） 





C ) オートスタンバイ機能びあるサブウーファーをお使いの場合、 
映画鑑賞中はオートスタンバイ機能を OFF にしてください。 
才ートスタンバイ機能び ON になっていると、サブウー 
ファーへの入力信号のレベルによって自動的にスタンバイ 
モードにな0、音び化な<なることびあります。 



VIP0NEN 

国 

TVIDEC 


© 

◎ 

③ 

© 

③ 

③ 

© 

③ 

③ 


ごま意 

すべて80政上のスピーカーをつないだ場合は 、 System 
Settings メニューの SP IMPEDANCE を「8 ohm 」 に設定し 
てください。それがの場をは「4 ohm 」 に設定してください。 
詳しくは「準備日：スピーカーを設定する」（3"!ページ）をご覧 
<ださい。 


ちょっと一言 

別のパワーアンプにつないでいるスピーカーに出力するために 
は 、 PRE OUT 端テを使用してください。 SPEAKERS 端テと 
PRE OUT 端テの両ちか5同じ信号び出力されます。例えば、フ 
□ントスピーカーだけを別のアンプにつなざたい場合は、そのア 
ンプを PRE OUT FRONT し R 端モにつなざます。 
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準備 3 a :才ーデイオ機器を接続する 


お手持ちの機おのち続のしかたを確認 
する 


本機とお手持ちの機器との接続のしかたを説明します。 
はじめに下記の r 接続機器一覧」で、それぞれの機器 


の説明ページをご確認ください。 

接続機器 スーノ くーオーディオ CD / CD プレーヤー 

デジタル音声出力端子付を 

1己ページ 


マルチチャンネル音声出力端子付を 

16ぺージ 


アナ□グ音声出力端子付を 

17ぺージ 

MD / DAT デッキ 

デジタル音声出力端子付を 

1己ページ 


アナ□グ音声出力端子付を 

"17 ぺージ 

カセットデッキ、レコードプレーヤー、チューナー 


17ぺージ 


接続ずる音声端子について 


音声信号は下の図のよラな順によい音質でお楽しみい 
ただけます。お手持ちの機器にある端子に合わせて、 
接続のしかたを選んでください。 




ごを 意 

• 光デジタル接続コードをつなぐときは、カチッと音びするまで 
まっすぐにプラグを差し込んでください。 

• 光デジタル接続コードを巧0巧げた0、結んだ0しないでくだ 
さい。 


ちよつと一言 

本機の DIGITAL 音青入力端子はすべて、 32 kHz 、44.1 kHz 、 
48 kHz 、 96 kHz のサンプ U ング周波数に対応して 
います。 
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デジタル音声出力端子のある機器 


スーノ （ー オー ディ オ CD/CD プレーヤーや MD/DAT 
デッキの接続例です。 



音声コード(別売り） 


スーパーオーディオ CD プレーヤーでスーパー 

才ーディオ CD を再をずるとをのごを 意 

• 本機の COAXIAL SA - CD/CD IN 端子につないだスー 
ノてーオーディオ CD プレーヤーでスーノてーオーディオ 
CD を再生しても、プレーヤーの OPT に AL 端子と 
COAXIAL 端子からは信号は出力されません。スーパー 
オーディオ CD のディスクを再生するには、本機の 
MULTI CHANNEL INPUT または SA - CD/CD IN 端子 
につないでぐださい〇スーパーオーディオ CD プレー 
ヤーの取扱説明書ちあわせてご覧<ださい。 

• スーパーオーディオ CD のデジタル音声はデジタル録 
音でさません。アナ□グ接続してください。 


ちょっと一言 

LD プレーヤーの DOLBY DIGITAL RF OUT 端子を本機のデジ 
タル入力端テに直接つなぐことはでをません。 RF 復調器が必要 
です。 

II 


• 光デジタル接続コードをつなぐとをは、カチッと音び 
するまでまっすぐにプラグを差し込んでください。 

• 光デジタル接続コードを巧り曲げたり、結んだりし 
ないでください。 

複数のデジタル機器を同時にち続したいとを 
に、巧いている入力端子がない場合は 

「選んだ入力にデジタ J レ音声端子を割り当てる」 （68 ページ) 
をご覧ください。 


筋諭かお話 
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マルチチヤンネル音声出力端子のある 

微曲 

113 S 冊 


お手持ちの DVD プレーヤーやスーパーオーディオ CD 
プレーヤーなどにマルチチャンネル音声出力端子があ 
る場をは、本機の MULTI CHANNEL INPUT 端子につ 
ないで、マルチチャンネル音声を楽しむことがでさま 
す。外部のマルチチャンネルデコーダーとつなぐため 
にマルチチヤンネル入力端テを使用することをでをま 
す。 



DVD プレーヤー、 
スーパーオーァイオ 
CD プレーヤーなど 


モノラル音声コード(別売り） 


ごま意 

DVD プレーヤーとスーパーオーディオ CD プレーヤーには 
SURROUND 目 ACK 端子はありません。 
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音声コード 
(別売り） 


レコードプレーヤー 



ごま意 

お手持ちのレコードプレーヤーにアース線が付いているとさは、 
八ム音を防ぐために、アース線を本機の/^ SIGNAL GND 端テ 
につないで < ださい。 


n 

AUDIO 




LINE 

0 


カセツトデッキ 


音声コード(別売り） 


苗 





INPUT OUTPUT 


f ユーナ - 



画 

スーパー 


AUDIO 

オーディオ 


錢 

攀 

L CD/CD 
^プ レーヤー 


音声コード(別売り） 


音声コード 
(別売り） 


_ ASS に MBLEdNPUT 0NL り 



アナログ音声出力端子のある機器 


カセツトデッキやレコードプレーヤーなどアナ□グ端 
子のある機器の接続例です。 
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準備 3 b : 映像機器を接続する 

お手持ちの機おの接続のしかたを巧認 
する 


本機とお手持ちの機器との接続のしかたを説明します。 
はじめに下記の r 接続機器一覧」で、それぞれの機器 
の説明ページをご確認ください。 


接続機器 テレビ 

21 ぺージ 

DVD プレーヤー、 DVD レコーダー 

22 〜 23 ぺージ 

BS デジタ j レ/デジタル CS チューナー 

24 ぺージ 

HDMI 端子のある機器 

巧 ぺージ 

ビデオデッキ 

2 己ぺージ 

ビデオカ六ラ、テレビゲームなど 

2 己ぺージ 


接続する映像端子について 


映像信号は巧の図のよラな順によい画質でお楽しみい 
ただけます。お手持ちの機器にある端子に合わせて、 
接続のしかたを選んでください。 



デジタル 


COMPONENT VIDEO 


Y® 




アナ□グ 
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H DM I 端子のある機器をち続する 


HDIVH とは High-Definition Multimedia Interface の 
略で、映像信号と音声信号をデジタルで伝送するイン 
ターフェースです。 


DVD プレーヤー 

音声/映像 

m 



BS デジタル/デジタル CS チューナーなど 

音声/映像 

■m 

單 



テレビ、プ□ジェクターなど 

音声/映像 

国 !1 化 ■ 

HDMI 

由 



HDMI ケーブル(別売り） 




HDM けーブル 
(別売り） 


HDMI ヶーブル(別売り） 


SPEAKERS 


DIGITAL 






: ackT center 1 


r FRONT rsURROUND「SUA BACK r CENTER 1 




© 


© 


喊 

◎ 


◎ 




◎ 


戀戀 


j 囑® r 囑 靈" 


’©H 感。 ◎ 

© 



0 ■ 凸 




曰曰曰曰曰 


◎ ◎ ◎ 

llilr Y 


II 

































































































































HDMIli 続ででまること 

• 本機では HDMI で転送されたデジタル音声信号をス 
ピーカー端テと PRE OUT から出力でさます。ドル 
ビーデジタル、 DTS 、 U ニア PCM 、 AAC の各 
フォーマットに対応しています。 

•映像端テ、 S 映像端テ、コンポーネント映像端テに入 
力したアナ□グ映像信号を、 HDMI に変換して出力 
でさます。映像を変換したとさ、音声信号は HDMI 
か!5出力されません。 

HDMI 端子のち続のごま 意 

• HDMI ケーブルはソニー製、もしくは HDMI □コ'び 
ついているちのをお使いください。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像びされいに映 
らなかったり、 音び出ないとさは、つないだ機器側 
の設定をごお認ください。 

• HDMI IN 端テに入力された音声信号はスピーカー出 
力 、 HDMI OUT 端テ 、 PRE OUT 端モか日出力され 
ます。他の音声端モか日は出力されません。 

• HDMI IN 端テに入力された映像信号は 、 HDMI 
OUT 端モからのみ出力されます 。 VIDEO OUT 端 
テ 、 S VIDEO OUT 端テと MONITOR OUT 端モか 
S は出力されません。 

• テレビのスピーカーから音声を出すときは 、 Video 
Se 比 ngs メニューの 「HDMI AUDIO 」 を 
nv + AMPJ に設定してください巧1ページ)。 
「 AMP 」 に設定すると、音声はテレビのスピーカー 
から出力されません。またマルチチヤンネルのソフ 
卜を再生でさません。 

• スーパーオーディオ CD のマルチ/ステレオ エ リアの 
音声は出力されません。 

• 再生機器の映像や音声を、本機を通してテレビに出 
力している場合は、本機の電源を入れてください。 
電源び入っていないと、映像ち音声ち伝送されませ 
ん。 

• HDMI 端モか日の音声信号（サンプリング周波数、 
ビット長など）は、つないだ機器により制限される 
ことびあります。 HDMI ケーブルでつないだ機器の 
映像びされいに映日なかったり、音びでないとさは、 
つないだ機器側の設定をごお認ください。 

• 再生機器か!5出力される音声のヴンプ U ング周波数 
やチヤンネ j レ数び切り換わったとさに、音声び途切 
れる場合びあります。 

• 接続機器び著作権保護技術 （ HDCP ) に対応してい 
ないために、本機の HDMI 出力の映像や音声び乱れ 
たり再生でさない場合びあります。このよラな場合 
は、接続機器の仕様をごお認<ださい。 

. 本機につないだ機器について詳しくは、各機器の取 
巧説明書をご覧 < ださい。 


• HDMI - DV 陵換ケースレで DVI - D 機器をつないだ場 
合、音声や映像び出力されないことびあります。音 
声び正し<出力されない場合は、他の種類の音声 
コードやデジタル接続コードでつなざ 、 Video 
Se 扣 ngs メニューの HDMI VIDEO ASS に N の設定 
を行ってください （69 ページ)。 
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テレビを接続する 


本機につないだ映像機器の映像や、本機の>(ニューの 
設定画面を見ることがでさます。 

すべてのケーブルでつなぐ必要はありません。お持ち 
の機種にある端テにをわせて音声と映像をつないで< 
ださい。 



ごま意 

• MONITOR OUT 端テにはテレビやプ□ジェクターなどの映像 
機器をつないでください。録画機器をつないでわ、録画でをな 
いことびあります。 

• 再生機器の映像と音青び本機からテレビに出力されている場合 
は、本機の電源を入れてください。本機の電源び入っていない 
と、映像わ音青わ送信されません。 

• テレビのアンテナのつなざかたによってはテレビの映像び乱れ 
ることびあります。この場合、アンテナを本機か5離して設置 
して < ださい。 


ちょっと一言 

• 本機は映像機器の変撰機能を持っています。詳しくは、「映像 
信号の変換機能について」に6ページ）をご覧ください。 

• テレビに MONITOR OUT 端テをつなぐと、選択された入力 
映像を見ることができます。さらに 、 ON SCREEN を押す 
と、メニュー設定やサウンドフィールドを表おすることがでを 
ます （6 日ページ)。 

• テレビの音声出力端子を本機の TV/SAT AUDIO IN 端子につ 
なぐと、テレビの音声を本機で聞けます。このとを、テレビの 
音声出力端子が巧変/固定切0換えの場合には、固定にしま 
す。別売りの巨 S チューナーなどをつなぐ場合は、音声■映像 
端テとわに本機につないでくださいに4ページ)。 






























































































































DVD プレーヤー /DVD レコーダーを接 
続する 


DVD プレーヤー / DVD レコーダーの接続例です。 
すべてのケーブルでつなぐ必要はありません。お持ち 
の機種にある端テに合わせて音声と映像をつないで< 
ださい。 

DVD プレーヤーを接続する 


DVD プレーヤー 


音声 


同卽 ( COAXIAL ) 

デジタル接続コード 
(別売り） 




isnrnn 


m 


S VIDEO 


VIDEO 


f) 


f 


コンポーネント 
映像コード(別売り） 


S 映像コード 
(別売り） 


映像コード 
(別売り） 


ごま意 

マルチチャンネルのデジタル音青を出力するために、 DVD プ 
レーヤー側でデジタル音青出力の設定をする必要びあります。詳 
しくは、 DVD プレーヤーの取扱説日月書をご覧ください。 


SPEAKERS 


MULTI CHANNEL INPUT 
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DVD レコーダーを 接続する 






DVD レコーダー 


音声 


mm 

DIGITAL 

OPTICAL 


盛 

I 


お ( OPTICAL ) 

け デジタル接続 
ド(別売り） 





wyniM 

S VIDEO 


S VIDEO 

傘 






音声コード 
(別売り） 


映像コード 
(別売り） 


S 映像〕ード 
(別売り） 



VIDEO 

IN 

TV/SAT 

IN 

IN 

MD/DAT 

OUT 

国 

图 

国 

国 

COAXIA 

DVD 

IN 

TAPE/ 

CD-R 

IN 

SA-CD/ 

CD 

IN 

◎ 

◎ 
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MULTI CHANNEL INPUT 


BS デジタル/デジタル CS チューナーを 
接続する 


BS デジタル/デジタル C S チューナーの接続例です。 
すべてのケーブルでつなぐ必要はありません。お持ち 
の機種にある端子に合わせて音声と映像をつないでく 
ださい。 


BS デジタル/デジタル CS チューナーなど 


音声 


mm 

DIGITAL 

OPTICAL 




imn 


Fm 

S VIDEO 


VIDEO 

▼ 



傘 




A 

Jl 




巧 ( OPTICAL ) 

デジタル接続 
コード(別売り） 


音声コード 
(別売り） 


コンポーネント 
映像コード(別売り） 


S 映像コード 
(別売り） 


映像コード 
(別売り） 
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前面の VIDEO 3 IN / 
PORTABLE AV IN 端子へ 

S 映像コード(別売り） 


音声•映像コード(別売り） 


R SURROUND BACK L 



—— VIDEO 3 IN/PORTABLE AV IN —— 
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ビデオカメラ/ 
テレビゲーム機 


アナログ映像/音声出力端子のある機器 


ビデオデッキなどアナ□グ端テのある機器の接続例で 
す。 

すべてのケーブルでつなぐ必要はありません。お持ち 
の機種にある端テにをわせて音声と映像をつないで< 
ださい。 


ビデオデッキ 


音声 



(TV 




音声コード 
(別売り） 


映像コード(別売り） 


SPEAKERS 




MULTI CHANN 






DIGITAL 


VDEO 
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映像信号の変換機能について 


本機は、テレビなどの映像機器の入力端テに合わせて 
1種類の信号をつなぐだけで、さまざまな再生機器の 
映像を楽しむことびでさます。 

本機は、次ページの「本機の映像の入出力信号の関係 
について」の図のよラに、再生機器か!5の信号を内部 
で変換して 、 MONITOR OUT 端テから出力します。 

• 通常の映像信号を HDMI 映像信号、コンポーネント 
映像信号、 S 映像信号に変換でさます。 

• S 映像信号を HDM I 映像信号、コンポーネント映像信 
号、通常の映像信号に変換でさます。 

• コンポーネント映像信号を HDMI 映像信号、 S 映像信 
号、通常の映像信号に変換でさます。 
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本機の映像の入出力信号の関係について 


入力信号 


〇| 


©I 


e 


© 


出力信号 

^包〇〇 

^ 包 GO 


^ 0000 


\ 出力端子 
入力信 

(つなぐ端子） \ 

HDMI OUT 

COMPONENT 

VIDEO 

MONITOR OUT 

S VIDEO MONITOR OUT 

VIDEO 

MONITOR OUT 

HDMI 映像 
(HDMI IN 1/2) 〇 

A 

X 

X 

X 

コンポーネント映像 
(COMPONENT 
VIDEO IN ) © 

o 

A 

O 

(入力信号は 52 日 i まで対応） 

O 

(入力信号は日 2 日 i まで対応） 

s 映像信号 
(S VIDEO IN ) e 

o 

O 

O / A * 

〇 

通常の映像信号 
(VIDEO IN ) O 

o 

o 

〇 

〇1么* 


〇 

A 

X 


映像は変換されて、ビデオコンバーターを通して出力されます。 
映像は変換されず、入力と同じ種類の信号のみ出力されます。 
映像を出力しません。 


* Video Settings メこューで 「VIDEO CONVERT 」 を 「 OFF 」 に設定すると出力されます。 


ごま意 

• ビデオデッキか5の通常の映像信号または S 映像信号を変換 
したわのをテレビにつないでいる場合、映像信号の状態によつ 
てはテレビの映像が横ち向にずれた0、映像び出なくなる場合 
びお0ます。 

• HDMI 信号は、コンポーネント映像信号、 S 映像信号、通常の 
映像信号に変換でさません。 


変換された映像信号は MONITOR OUT 端テ！;(が (VIDEO 
OUT 端子 、 S VIDEO OUT 端子）か5は出力されません。 
画質向上回路 （ TBC など）を搭載したビデオデッキなどを再 
生するとを、映像び乱れたり出なくなることびあります。 

この場を、ビデオデッキなどの画質向上回路 （ TBC など）を 
オフにしてお使いください。 
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録画機器をごなぐには 

録画する場合は、録画機器を本機の VIDEO OUT 端子 
または S VIDEO OUT 端テにつないでください。 
VIDEO OUT 端モゃ S VIDEO OUT 端テには映像変換 
機能びないので、入力信号と出力信号は同じ種類の端 
モにつないで < ださい。 



© © 

加 /™。… 

© @ 
© © 


©I 

S VIDEO 
OUT 
VIDEO 

OUT II 、 

© © 

叫 /™。 IN 

© © 
© © 


メニューの設定による映像信号の入出 
力の関係 


映像の変換機能は ON/OFF を設定できます。 Video 
Settings メニユーの 「VIDEO CONVERT 」 と 
「PROGRESSIVE OUT 」 の設定による映像信号の入 
出力の関係は、 LU 下の表のよラになりまず。 


メニューの設定 

ードロ '''''^出力端子 
入力信号 

HDMI 

OUT 

COMPONENT 

VIDEO MONITOR 

OUT 

S VIDEO 

MONITOR 

OUT 

VIDEO 

MONITOR 

OUT 

VIDEO CONVERT : ON (初期設定）/ 
PROGRESSIVE OUT : OFF (初期設定） 

通常の映像信号 / S 映像信号 

〇 

〇 (日 2 己 i ) 

O 

O 

コンポーネント映像信号 
(525 i ) 

〇 

A 

o 

o 

コンポーネント映像信号 
(52 日 il ；! 外） 

〇 

A 

X 

X 

VIDEO CONVERT : ON (初期設定）/ 
PROGRESSIVE OUT : ON 

通常の映像信号 / S 映像信号 

〇 

〇 (525 p ) 

o 

o 

コンポーネント映像信号 
ほ2己 i ) 

〇 

〇 (525 p ) 

o 

o 

コンポーネント映像信号 
ほ2日 il ；! 外） 

〇 

X 

X 

X 

VIDEO CONVERT : OFF / 
PROGRESSIVE OUT : (ダークアウト） 

通常の映像信号 

X 

X 

X 

A 

S 映像信号 

X 

X 

A 

X 

コンポーネント映像信号 
ほ2己 i ) 

X 

A 

X 

X 

コンポーネント映像信号 
ほ2封1；|外） 

X 

A 

X 

X 


〇:映像は変換されて、ビデオコンバーターを通して出力されます。 
么 映像は変換されず、入力と同じ種類の信号のみ出力されます。 

X :映像を出力しません。 


ごを 意 

• MONITOR OUT 端子占、5の出力信号は、正しく録画でさない 
場合びあ0ます。 


• 映像の変換回路は 525 i ULh のコンポーネント映像入力信号に 
は対応していません。 

• 本機は NTSC ちまの映像信号のみ対応します。 
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準備 4: 本体とリモコンを準 
備ずる 


電源コードをつなぐ 


付属の電源コードを本機後面の AC IN (100 V ) 端モ 
につなざ、電源コードのプラグを壁のコンセントにつ 
なざます。 

また、お手持ちの機器の電源コードを本機の電源コン 
セント （AC OUTLET 端テ）につなぐことびできま 
す。 


AC OUTLET 


AC IN 端モ 



壁のコンセントへ 


電源コード ( 付属） 


本機後面に電源コードを奥まで差し込んでち、プラグ 
と本機後面の間に数 S U の隙間びでさますび、これで 
正しくつなびれています。 


電源コードについて 



本機を初めておほいになるとをは 
(本機を初期設定巧態にずる） 


本機を初めてお使いになるとさは、必ずし U 下の手順で 
本機を初期設定状態にしてください。 

また、本機をお使いになった後、設定した内容などを 
お買い上げ時の状態に戻したいとさち、 J ; ■(下の手順を 
行ってください。 


1,2 2,3 


2,3 








. 1 1 


1 

b 

ザザす巧ザ"ぷ 


1*^1 〇 ( 

© (贷 © © « 

° …ざ " JT 

D 〇 〇 

愈 


1 POWER を巧して、本機の電源を切る。 

2 TONE MODE と MULTI CH IN を巧しなび 
5 、 POWER を巧す。 

3 2 、 3 秒後に TONE MODE と MULTI CHIN 
を離ず。 

表示窓に 「MEMORY CLEARING ...」 と表おさ 
れた後 、 「MEMORY CLEARED !」 と表示されま 
す。下記びお買い上げ時の状態に戻ります。 

• Level Settings、EQ Settings、Sur 
Settings、Audio Settings、Video Settings 、 
Speaker Settings、System Settings、Auto 
Calibration の各 ニューで設定した内容 
• 入力ごとに記憶したサウンドフィールド 
• 入力に付けた名前 


付属の電源コードには、上の図のよラに N 極側に A 
マークがあります。これはよりよい音質にするために、 
壁のコンセントの差し込み□との極性を合わせるため 
です。壁のコンセントの差し込み□に長短がある場を 
は、長い巧が N 極側です。長短がない場をは、極性が 
わかる市販の検電ドライバーで調べます。 


ごま意 

• 本機禮面の電源コンセントは連動 （ SWITCHED ) です。本機 
の電源び入っているとさのみ、つないだ機器に電源を供給でさ 
ます。 


AC OUTLET 端テにつなぐ機器の消費電力のを計び100 W を 
超えないよラにしてください。また、テレビや家電製品（アイ 
□ンなど）は、つなびないでください。故障の原因になりま 
す。 


筋誰かお話 


i 
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リモコンに電池を入れる 


本体のコマンドモードを切り換えるには 


©と©の向さを合わせて、 U モコンに単3巧アルカ U 乾 
電池（付属）2個を入れます。 



コ7ンドモードについて 


本機（アンプ）のコマンドモードと U モコンのコマン 
ドモードび一致していないと通信びでさず、リモコン 
で操作でさません。本機と U モコンの両方びお買い上 
げ時のコマンドモードのままな6ば （AV 
SYSTEM 2)、 設定し直す必要はありません。 

アンプと U モコンのコマンドモードを切り換えること 

びできます （AV SYSTEM 1または AV SYSTEM 2)。 
本機の U モコンでお手持ちのソニー製機器ち動作する 
場合は、本機と U モコンのコマンドモードを AV 
SYSTEM 1に変えると、他のソニー製機器は動作しな 
くなります。 


2CH 



2 CH を巧しなび！5電源を入れる。 

表示窓に 「COMMAND MODE [ AV 1]」 と表示され、 
AV SYSTEM 1に設定されまず。 

もう一度同じ操作をずると、 AVSYSTEM 1 から AV 
SYSTEM 2 に設定び変わりまず。 


リモコンのコマンドモードを切り換えるには 






1 RM SET UP を巧しなび!5、1/む(電源ス 
イッチ）を巧ず。 

RM SET UP び点滅しまず。 


ごま 意 

• 乾電池の使いかたを誤ると、液われや破裂のおそれがあ0ま 
す。なのことを必ず守ってください。 

一©と©の向をを正し < 入れて < ださい。 

一新しい乾電池と使った乾電池、または種類の違ラ乾電池を 
混ぜて使わないでください。 

一乾電池は充電しないでください。 

一長い間リモコンを使わないとさは、乾電池を取0出してく 
ださい。 

一液ちれしたとさは、電池入れについた液をよくふを取って 
か5新しい乾電池を入れて<ださい。 


• 電池交換時に、 U モコンにプ□グラムした内容が消える場合が 
あります。その場合は、再登録してください （77 ページ)。 

• リモコンを使ラとさは、 U モコン受光部回に直射日光や照明器 
具などの強い光び当た5ないよラにごを意ください。リモコン 
で操作でさないことがあ0ます。 

ちょっと一言 

乾電池の残りびかなくなると U モコンで操作でをる範囲が狭< な 
0ます。これを目安にして、新しい乾電池に交換してください。 
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2 RM SET UP び点滅している間に 1 または 2 
を巧ず。 

1を巧すと、 ] マンドモードは 「 AVSYSTEMI 」 
に設定され、2を巧すと rAV SYSTEM 2 J に設定 
されます。 

3 RM SET UP び点なした!5、 ENTER を巧 
ず。 

RM SET UP び2回点滅し、設定び完了します。 


準備5:スピーカーを設定す 
る 


スピーカーインピーダンスを設定する 



4-6 


3,7 


1 本機の電源を入れる。 


2 AMPLIFIER を巧す。 

本機の操作びでさるよラになります。 

3 MENU を巧す。 

設定メニューの U ストび表示されまず。 

4 ♦/* をくり返し巧して 、 「System Settings 」 
を選び、贷を巧す。 

5 ♦/* をくり返し巧して 、 rSR 
IMPEDANCE 」 を選び、©を巧す。 


ちょっと一言 ごま意 

RM SET UP は先の細いもので1秒上押してください。 お使いのスピーカーのインピーダンスが不明のとをは、スピー 

カーの取扱説明書をご覧ください（通常、スピーカー後面にイン 
ピーダンスが表示されています)。 


II 
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6 ♦/* をくり返し巧して、お使いのスピーカー 
に合わせて 「4 ohm」 または「8 ohm」 を選 
び、©を巧ず。 

すべて SQLU 上の スピーカーを つないだ場合は、 
rsp . IMPEDANCE 」 を 「8 ohm 」 に設定してく 
ださい。それ！;•(外の場合は「4 ohm 」 にしてくだ 
さい。 

7 MENU を巧して終了ずる。 


準備6:自動でスピーカーを 
設定ずる 

(自動音場捕正機能） 

スピーカーのサイズやお離などの測定と設定を自動的 
に行いまず。操作については、付属の 「接続-設定ガ 
イド」 もご覧ください。 


フ □ントス ピーカーを 還ぶ 


本機前面の SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) で、使用 
するフ□ントスピーカーを選びます。 


SPEAKERS(OFF/A/B/A+B) 


©J 

&6 6 
0盛; T 獨 


SPEAKERS(OFF/A/B/A+B) を< 0返し巧し 
て、使用するスピーカーシステムを選ぶ。 



設定値 

使ラスピーカーシステム 

A 

FRONT SPEAKERS A 端子につなし、だス 
ピーカー 

臣 

FRONT SPEAKERS B 端子につなし、だス 
ピーカー 

A+B 

FRONT SPEAKERS A と B 端子につない 
だスピーカー（パラレル接続） 

OFF 

すべてのスピーカー端子と PRE OUT 端子 
から音声び出力されません。 



測定の準備をする 


スピーカーを設置、接続してから、測定してください 
(12、13ページ)。 

測定の前に、 LU 下についてごを意ください。 

• AUTO CAL M に端テは付属の測定用マイク専用で 
す。他のマイクはつなびないでください。本機やマ 
イクの故障の原因になります。 

• 測定中は大さな測定音び出ます。音量は調整でさま 
せん。おモ様や隣近所への配慮をお願いします。 

• 測定音！;•(外の音び入6ないよラに、静かな環境で測 
定して < ださい。 

• スピーカーとマイクの間に障害物びあると正しく測 
定でさません。測定開始前に測定エ U ア（機器の設 
置エ U ア）の外側に出てください。 

• バイアンプ接続をしているとさは、測定前にヴラウ 
ンドノ（ックスピーカーの設定をノくイアンプにしてく 
ださい巧3ページ)。 

• 自動音場補正機能は、 LU 下の場合は働さません。 

- MULTI IN を選んでいる。 

ーアナ□グダイレクト機能を使用している。 

-へッドホンをつないでいる。 

• 消音機能び働いているとさは、解除してください。 


ごを 意 

• ヘッドホンをつないでいるときは 、 SPEAKERS ( OFF / A / B / • FRONT SPEAKERS A と B 端子の両方にスピーカーをつな 

A + B ) でフ□ントスピーカーを切り換えることはできません。 いで使ラ場合は、80 liLh のスピーカーをつないでください。 

160け上のスピーカーを A と B 端子の両方につないだとさ 
は、 rSP . IMPEDANCE 」 を「8 ohm 」 に設定してください。 
それ L ツかのとさは「4 ohm 」 にしてください。 
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オートオフ設定機能びある場合は、オフ（無効）に 
してください。 


1 測定用のマイク(付属)を本機前面の AUTO 
CAL M に端子につなぐ。 

2 マイクを設置ずる。 

マイクは実際に視聴する位置に設置します。耳と 
同じ高さになるように、台や=脚を使って固定し 
て < ださい。 



CUTOFF FREQ 
( クロスオ ー / く一巧巧巧） 



本機をプリアンプとしてほ5場合は 

本機をプ U アンプとして使ラ場合ち、自動音場補正機 
能を使うことびでさまず。 

この場合、スピーカーの距離として表示される数値は、 
実際の距離と異なる場合びありますび、そのまま使つ 
て問題ありません。 


測定する 


自動音場補正機能は LU 下の項目を測定します。 

• スピーカーの有無 a ) 

• スピーカーの 極性 
• スピーカーの 距離 b ) 

• スピーカーの サイズ b ) 

• スピーカーの レベル 
• 周波数特性 d 

a ) MULTI IN を遅んでいる場合、センタースピーカー、サブ 
ウーファーに巧してのみ、アナ□グダウン5ックス処巧で補 
正します。その他のスピーカーに巧しては、補正はお効です。 

b ) MULTI IN を還んでいる場合は、測定結果は反映されません。 
e ) •補正を行う場合、 DTS 96/24信号は強制的に 48 kHz で再 

生されます。 

• L ツ下の場合は、測定結果は反映されません。 

一 MULTI IN を還んでいる。 

ーサンプ U ング周波数び 96 kHz よ0高い信号を受信して 
し巧。 

ーアナ□グダイレクト機能を使用している。 


アクティブサブウーファーの設定について 

• サブウーファーをつないでいる場合は、電源を入れ 
て、音量を上げておいてください。音量は、ボ 
U ュームつまみを半分または半分よりややルさめの 
位置にしてください。 

• ク□スオーバー周波数の設定機能びある場合は、最 
大に設定してください。 


ごを 意 

• お使いになるサブウーファーの特性によっては、距離の設定値 
び実際の配置よ0ち遠くなることびあります。 


サラウンドスピーカーとサラウンドバックスピーカーの高さ情 
報は測定できません 。 Speaker Settings メニューの fSP - 
POSI 」 で設定してください巧4ページ)。 


筋誰かお！！ 
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5-8 


4 


1 本機とテレビの電源を入れる。 


6 ♦/* をくり返し巧して、 rCALTYPE 」 を選 
び、贷を巧ず。 


卜 Auto Cal i b r a tion^BHI 

1. AUTO CAL START 

2. CAL TYPE: IFULL FLAT 

3. EQ CURVE EFrEC : --- 

4. A. CAL LOAD: OFF 

5. A. CAL SAVE: PRESET-1 

6. A, CAL NAME: PRESET-1 

J ENGINEER, FULL FLAT 


7 ♦/* をくり返し巧して、測定タイプを選び、 
径)を巧ず。 


測定タイプ 

説明 

ENGINEER 

ソニー基準のリスニングルームの周放数 
特性にします。 

FULL FLAT 

各スピーカーの周波数特性を平らにします。 

FRONT REF すべてのスピーカーの特性をフ□ントス 
ピーカーの特性に整えます。 


8 ♦/ ♦をくり返し}甲して 、 「AUTOCAL 
START 」 を選び、©を巧して決定ずる。 

5秒後に測定を開始しまず。5秒から1秒までカウ 
ントダウンび表示されます。 

この間に測定ェリア（機器の設置ェリア）のが側 
に出てぐださい。 


2 ON SCREEN を巧し、本機のメニューをテ 
レビに表示させる。 

このとさテレビの入力を本機のメニュー画面に切 
り換えてください。 



3 AMPLIFIER を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになりまず。 

4 MENU を巧ず。 

設定メニューの U ストび表示されまず。 

5 ♦/* をくり返し巧して 、 「Auto Calibration 」 
を選び、©を巧す。 



11 I ngs 
r Se 11 t 
Sett in 
11 i ngs 
11 i ngs 
Setting 
e 11 i n g s 
i brat i o 


9 測定び始まる。 

測定時間は約30秒です。測定び終了するまでお待 
ち < ださい。 



測定を中止ずるには 


ボ U ューム操作、ファンクション切り換え、本体のス 
ピーカー設定の切り換え、へッドホンの接続で中止さ 
れます。 


ちよつと一言 

• 測定中に有効な操作は電源の ON / OFF と ON SCREEN の 
ON / OFF 操作のみです。そのほかの操作は無効です。 

• ダイ ポールスピーカー などの特殊な スピーカーを つないでいる 
場合は、正しく測定でさないことびあります。 


• スピーカーのサイズ （ LARGE / SMALL ) は低域特性で判定し 
ます。測定結果は測定巧マイクの位置、スピーカーの位置、部 
屋の形などによって変わる場合びあります。測定結果のまま使 
ラことをおすすめしますび、設定を変更することちでさます 
(52 ページ)。変更する場をは、測定結果を保をしてから変更 
してくださし、。 
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測定結まを確認 / f 呆巧する 


1 測定結果を確認する。 

測定び終わると終了音び鳴り、測定結果び表示さ 
れます。 


測定結果 

表示 

説明 

正常に測定 
が終了した 
とさ 

COMPLETE 

手順2へ進んで < ださい。 

正常に測定 

ERROR 

下の「エラーが出たと 

でをなかつ 
たとを 

CODE XX 

をは」をご覧ください。 


2 ♦/* をくり返し巧して 、 「SAVE EXIT 」 を選 
び、运)を巧ず。 

「 A.CAL SAVE 」 の画面び表示されます。 


8-Au to Cali brat i 

COMPLETE 1 SAVE EX 

SPEAKER 

INFORMATION 

FRONT : 

(LARGE) 

CENTER: 

(SMALL) 

SR : 

(LARGE) 

SB : 

(LARGE) ( DUAL 

SW : 

(YES ) 



その他の項目については、 LU 下をご覧ください。 


項目 

説明 

RETRY 

再測定します。 

SAVE EXIT 

測定した設定を保存し、終了します。 

WRN 

CHECK 

測定結果のを意事項を表示します。 

の rrWRN CHECK 」 を選んだときは」 

をご覧ください。 

PHASE 

INFO 

各スピーカーの位相（正相/逆相）を表示 
します 。 「「PHASE INFO 」 を選んだと 
きは」 （36 ページ）をご覧ください。 

DIST . INFO スピーカーの距離の測定結果を表示しま 
す。 

l_EVEL 

INFO 

スピーカーのレベルの測定結果を表示し 
ます。 

EXIT 

測定した設定を保存しないで終了します。 


3 ♦/* をくり返し巧して、設定を保をずる番号 
( PRESET -1 〜 3) を選び、©を巧す。 

測定結果び保存されまず。 


エラーが 出たとまは 

エラー原因の対策をして、再測定してください。 


エラーの 種類原因と対策 

CODE 31 SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) び OFF に 
なっています。 SPEAKERS ( OFF / A / B / 
A + B ) を音の出る状態にして、再測定してく 
ださい。 

CODE 32 どのチャンネルか5ち音び検出されませんで 
した。測定用のマイクび正しく接続されてい 
ることを確認し、再測定してください。接続 
されている場合は測定用マイクび断線してい 
ることび考え日れます。 

CODE 33 フ□ントスピーカーび接続されていない、ま 
( F ) たはフ□ントスピーカーび1本しか接続され 

ていません。 

測定用マイクび接続されていません。 

CODE 33 . 左かちどち5かのサラウンド スピーカーび 

( SR ) 接続されていません。 

• サラウンドスピーカーが接続されていない 
のに、サラウンドバックスピーカーが接続 
されています。サラウンドスピーカーを 
SURROUND SPEAKERS 端子に接続し 
て < ださい。 

CODE 33 サラウンドバック スピーカーび 
( SB ) SURROUND BACK SPEAKERS R 端子に 

のみ接続されています。 

サラウンドバックスピーカーを1つだけ接続 
するとをは、 SURROUND BACK 
SPEAKERS L 端子に接続してください。 


• CODE 31 

©を巧し、 r 測定ずる」の手順1か6再測定しまず。 

• CODE 32、33 

1た)を押ずと 「 RETRY ?」 と表示されまず。 

2 ♦/ ♦をくり返し巧して、 rVESJ を還び、(をを巧してミ夫定し 
まず。 

3 r 測定ずる」の手順吕か6再測定しまず。 

4 ♦/ ♦をぐり返し巧して、測定結果を巧存ずるま号を還び、 
@を巧しまず。 


rWRN CHECKJ を選んだときは 

測定結果にま意事項びあった場合、詳しい情報を表示 
します。 


任)を巧し、 r 測定結果を確認/保存ずる」の手順 
1に戻る。 


WARNING の 

種類 


説明 


WARNING 40測定は完了しましたげ、騒音のレベルび高 
いです。 

巧測定を行ラと測定でをる場合ちあ0ます 
び、すべての環境で測定びでをるとは限0 
ません。でさるだけ、周囲の騒音び少ない 
状態で測定してください。 
































WARNING の 

種類 


説明 


WARNING 41測定用マイクからの入力が過大です。 

これ！; Lb 大をな音で測定でをません。周囲 
の騒音がルさ<なってから再測定してくだ 
さい。 


WARNING 42アンプのボリュームび過大です。 

これ上大さな音で測定でをません。周囲 
の騒音がルさ < なってから再測定して < だ 
さい。 

WARNING 43サブウーファーの距離-位相が測定でさま 
せんでした。または、スピーカーの設置角 
度び測定でをませんでした。 

ノイズが原因となっている場合があ0ます。 
周囲が静かな状態で再測定して < ださい。 
N 0 WARNING 情報はありません。 

WARNING 


[PHASE INFOJ を選んだときは 

各スピーカーの位相（正相、逆相）を確認でさます。 

*/* をくり返し巧してスピーカーを選び、包)を 
巧して r 測定結果を確認/保存ずる」の手順1に 
おる。 


PHASE INFO 


FL : 

OUT-OF-PHASE 

FR : 

IN-PHASE 

C : 

1N-PHASE 

SL : 

IN-PHASE 

SR : 

IN-PHASE 

SB し 

IN-PHASE 

S 目 R: 

IN-PHASE 

SW : 

1N-PHASE 


$ SELECT 

SPEAKER 


表示 

説明 

IN-PHASE 

正相です。 

OUT - OF-PHASE 

逆相です。スピーカーの+/—端子が逆 
に接続されている可能性があ0ます。 
スピーカーによっては接続が正しくて 
ち表示される場含があ0ます。スピー 
カーの仕様によるちのですので、その 
まま使って問題ありません。 

— 

スピーカーび接続されていません。 


自動音場補正機能 (Auto 
Calibration ) の設定頃目 


■ AUTO CAL START? 

(自動音場補正の測定開始） 

• MEASUREMENT COUNTDOWN 

測定前5秒から1秒までカウントダウン表示されま 
す。 

• MEASURING TONE 
TONE 測定中です。 

• MEASURING T . S . P . 

TSP 測定中です。 

• MEASURING WOOFER 
WOOFER 測定中です。 

• COMPLETE 

測定び正常に終了したときに表示されまず。 

各項目について詳しくは、 r 測定結果を確認/保存す 
る」巧5ページ）をご覧ください。 

• WARNING CODE 

測定結果にま意事項びあった場合、詳しい情報び表 
示されます。 

各項目について詳しくは、「測定結果をお認/保存ず 
る」巧5ページ）をご覧ください。 

• N 0 WARNING 

WARNING 情報びなかった場合に表示されます。 
•ERROR CODE —tSI 
測定び正常に終了しなかった場合に表示されます。 
各項目について詳しくは、 r 測定結果をお認/保存す 
る」巧5ページ）をご覧ください。 

• RETRY ? 

測定の結果エラーだった場合、再測定するか、再測 
定せずに終了するかをお認します。 

• CANCEL 

測定を中断した場合に表示されます。 

■ CAL TYPE* 

(測定タイプ） 

• ENGINEER 

ソニー基準の U スニングルームの周波数特性にしま 
す。 

• l=ULL FLAT 

各スピーカーの周波数特性を平らにしまず。 

• FRONT REF 

すべての スピーカー 特性を フ □ントス ピーカーの 特 
性に整えます。 


ちょっと一言 

サブウーファーの位置によって極性の判定び異なる場をびありま 
す。測定結果のまま使って問題ありません。 
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■ EQ CURVE EFFECT* 

(測定した EQ 力ーブの有効、無効） 

• OFF 

測定した EQ カーブを無効にします。 

•ON 

測定した EQ カーブを有効にします。測定終了後に自 
動的に ON に設定されます。 

* 周波数特性の補正結果を反映すると 、 DTS 96/24信号は強制 
的に 48 kHz で再生されます。 

• L ツ下の場合は、周波数特性の補正結果は反映されません。 

一 MULTI IN を還んでいる。 

-サンプリング周波数が 96 kHz より高い信号を受信してい 
る。 

■ A.CAL LOAD? 

(測定値の読み込み） 

• PRESET -1 

「 PRESET -1 J に保存された測定値を読み込みます。 

• PRESET -2 

「 PRESET -2」 に保存された測定値を読み込みます。 

• PRESET -3 

「 PRESET -3 J に保存された測定値を読み込みます。 

• OFF 

プ U セツトの値を読み込みたくないとさに選びます。 

■ A.CAL SAVE? 

(測定結果の保存） 

• PRESET -1 

測定結果を rPRESE -1」 として保存します。 

• PRESET -2 

測定結果を 「 PRESE -2」 として保存します。 

• PRESET -3 

測定結果を 「 PRESE -3」 として保存します。 

■ A.CAL NAME? 

(名前の入力） 

保存する測定値の名前を、わかりやすいちのに変更で 
さます。 


■議か！ 
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再をずる 


アンプの入力を選ぶ 

(INPUT SELECTOR) 


MUTING 




を 

音を一時的に消したいときはリモコン 
の MUTING を押します。解除するに 
は、 MUTING をち)ラー度押します。ま 
たはボリュームを調節して音量を上げ 
ます。消音中に本体の電源を切ってわ、 
再度電源を入れたとをは消音機能が働 
いてレます。 

ク 

スピーカーの破損を防ぐために、電源 
を切る前に VOLUME つまみを最ルに 
しておいてください。 


1 入力切り換え用のボタンを巧ず。 

または、本体の INPUT SELECTOR つまみを回します。 

還んだ入力び本機の表示窓に表示されます。 

HDMI IN 1に端テにつないだ機器を還ぶときは、 HDMI ボタンをくり返 
し巧してください。 

MULTI CHANNEL INPUT 端テにつないだ機器を選ぶときは 、 MULTI 
CH IN ボタンを巧してください。 


選んだ入力 

再生ずる機器 

VIDEO "1 または2 

VIDEO "1 または VIDEO 2端子につないだビデオデッキな 
ど 

VIDEOS 

VIDEO 3端子につないだビデオカ六ラ、テレビゲームなど 

DVD 

DVD 端子につないだ DVD プレーヤーなど 

TV/SAT 

TV/SAT 端子につないだ BS/CS チューナーなど 

TAPE / CD-R 

TAPE / CD-R 端子につないだカセットデッキなど 

M D/DAT 

MD/DAT 端子につないだ MD デッキ、 DAT デッキなど 

SA - CD/CD 

SA - CD/CD 端子につないだスーノ（ーオーディオ CD/CD プ 
レーヤーなど 

TUNER 

TUNER 端子につないだラジオチューナーなど 

PHONO 

PHONO 端子につないだレコードプレーヤーなど 

MULTI IN 

MULTI CHANNEL INPUT 端子につないだ機器 

HDMI "1 または 2 

HDMI 端子につないだ HDMI 機器など 


2 アンプにつないだ機器の電源を入れ、再生ずる。 


3 MASTER VOL +/ -を巧して、音量を調節ずる。 


または本体の master volume つまみを回しまず。 
音量の初期値は最小（消音）になっています。 
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スーパー オーデイオ CD / CD を聞< 



•SUim で附"が 
ご " " 。 , M0VI6 MUSIC 

の.© .⑤ 
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-為 ' la 1 を 
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R 化" ADVANCE 一 

M (---T'f —) 0 

0回 ◎ 
。: す©© 


なロロロ 



团 

• 本ぺージの操作はソこ一の スー パー 
才ープ'ィオ CD プレーヤーの場合で 
す。 

• スーパーオーディオ CD プレー 
ヤー、 CD プレーヤーの操作につい 
て詳しくは各機器の取扱説明書をご 
覧< ださい。 

ぐ 

お聞をになる音楽にをわせてお好みの 
音場効果を設定することびでさます 
(詳しくは日9ページをお読みくださ 
い)。 

おすすめの音場プ□グラム 
クラシック ： HALL 
ジャズ： 」 AZZCLU 巨 
ライブコンサート： 

LIVE CONCERT、STADIUM 


1 スーパーオーディオ CD プレーヤー / CD プレーヤーの電源を入 
れ、ディスクをプレーヤーにセットずる。 

2 アンプ(本機)の電源を入れる。 

3 リモコンの SA - CD / CD を巧ず。 

または本体の input selector つまみを回して SA - CD / CD を選びま 
す。 

表示例） 


SP-CD/CD 

1 SW 、厂い 厂ぃ ll、P し TiAUfO 

ANALOG 




-70.0 


4 ディスクを再生ずる。 

5 ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

6 使い終わった5ディスクを取り出し、各機器の電源を切って終 
了ずる。 


再生ずる 
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DVD を見る 


TV HU 祖 UlMi'd I 处 

CD 6 c 5 t<@- 

1 SnTEU miNMV 


广 TI M "I, てごぶ , UM* 

(1" ご J . HOVIt MUSIC 

の.©③ 
'©' 魯感 
.©. 感.感 

1綺，を 



へ ft 化《 ADVANCE 

M ( 一 ' ri- 一 ） 0 

◎ 回 ◎ 
〇' © 〇 


なロロロ 



の 

テレビ、 DVD プレーヤーの操作につい 
て詳し < は各機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

ク 

必要に応じて再生するディスクのサウ 
ンドフオー マツ トを選んでください。 

ク 

お聞さになる音楽にをわせてお好みの 
音場効果を設定することびでさます 
(詳しくは日9ページをお読みくださ 
い)。 

おすすめの音場プ□グラム 
映画 ： CINEMA STUDIO EX 
ライブ映像 ： LIVE CONCERT 
スポ ーツ： SPORTS 

の 

マルチチャンネルで音声び聞けない場 
をは、下についてご確認ください。 

• ソフトびマルチチャンネルに対応し 
ているか（再生時に前面の MULTI 
CHANNEL DECODING ランプむく 
点口しているか)。 

• 本機と DVD プレーヤーがデジタル 
接続されているか。 

• DVD プレーヤー側の音声デジタル出 
力び設定されているか。 


1 テレビ、 DVD プレーヤーの電源を入れる。 

2 アンプ(本機)の電源を入れる。 

3 リモコンの DVD を巧ず。 

または本体の input selector つまみを回して DVD を還びまず。 

表示例） 


□ UD 



4 テレビの入力を DVD プレーヤーの映像び映るよラに切り換え 
る。 

5 DVD プレーヤーの設定をずる。 

詳しくは、付属の r 接続-設定ガイド」をご覧ください。 

6 ディスクを DVD プレーヤーにセットし、再生ずる。 


7 ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

8 使い終わった5ディスクを取り出し、各機器の電源を切って終 


了する。 
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ゲーム を楽しむ 


TV PWSflUP •, I'li '处 

CD 0 CZMS- 

svp け smrw 



•SUim で w 。 

ご " " 。 , M0VI6 MUSIC 

の'©感 
■0 ■© ■© 
■0 ■© ■© 

J '0 1 を 


)#( 


R 化" ADVANCE 

0 (---T'f —) 0 

0 回 ◎ 
。: す ©© 


C ±) ロロロ 



团 

テレビ、テレビゲーム機の操作につい 
て詳しくは各機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 


1 テレビ、テレビゲーム機の電源を入れる。 

2 アンプ(本機)の電源を入れる。 

3 リモコンの VIDEO 3* を巧す。 

または本体の input SELECTOR つまみを回して VIDEO 3* を選びま 
す。 

*テレビゲーム機を本体前面の VIDE 0 3 IN / P 0 RTA 目 LEAV IN 端モにつないでい 
る場合です。 

表示例） 


U I DEO 3 

/ SW 飞。 \ / R ぐ liNPJliAlJTO 

ANALOG 
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4 テレビの入力をテレビゲーム機の映像び映るよラに切り換え 
る。 

5 テレビゲーム機の設定をずる。 

6 ディスクをテレビゲーム機にセットし、再生する。 
f ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

8 使い終わった!5ディスクを取り出し、各機器の電源を切る。 


再生ずる 
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ビデオを見る 


TV …且 U,«i'4 

CD 6 c5r<@- 




田 

テレビ、ビデオデッキの操作について 
詳しくは各機器の取扱説明書をご覧く 
ださし、。 


1 ビデオデッキの電源を入れる。 

2 アンプ(本機)の電源を入れる。 

3 リモコンの VIDEO 1* を巧ず。 

または本体の input selector つまみを回して video 1* を還びま 
す。 

* ビデオデッキを VIDEO 1端子につないでいる場合です。 

表示例） 


4 テレビの入力をビデオデッキの映像び映るように切り換える< 

5 ビデオテープを再生す る。 

6 ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

t 使い終わった5ビデオテープを取り出し、さ機器の電源を切 
る。 


U I DEO 1 


「 SW ~\ / L \ 


VOLUME dB 

-70.0 
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アンプを操作ずる 


8 這) を 巧して、 パラメーターを 確定ず る。 


メニューを使ってアンプを 
設定ずる 


ニューを使って、本機のさまざまな設定をすること 
がでさます。 


3-8 


RETURN/ 
EXIT 八 


MULTI IN A.DIRECT S 让 EP AMPLIFIER 

ロロ ロ Q - 

2CH A.F.D. MOVIE MUSK 


.©•©.© 
.0 .感 .® 

10 を EAR 、 を /101 白 TERl 


D.TUNING _MEMORY 

ぺ D 旧 PLAY 

\〇 



夕\^^^ ノ 

咕壯晴 C( MENU^ 




REPLAY ADVANCE 





1 AMPLIFIER を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 


9 他の項目を設定ずるとをは、手順5か！58を 
くり返ず。 


前の表示に戻るには 

RETURN / EXIT す V & 巧します。 

メニューか百巧けるには 

MENU を巧します。 


2 MENU を巧ず。 

設定メニューの U ストび表示されます。 

3 ♦/* をくり返し巧して、設定したいメニュー 
を還ぶ。 


4 贷を巧して、メニューを表示ずる。 

5 ♦/* をくり返し巧して、設定したい項目を選 
ぶ。 


6 任)を巧ず。 

手順5で選んだ設定項目のパラメーターを還べる 
よラになります。 

7 ♦/* をくり 返し巧して、 パラメーターを選 
ぶ。 


ごま意 

表お窓の設定項目び暗く表示されているわのは、選んだ設定項目 
が機能しない、あるいは変更でさないことを意味します。 


II 
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メニユ——覧 

各メニューから LU 下のオプションび設定でさます。メニュー操作について詳しくは、43ページをご覧ください。 


メニユー 

項目 

設定値 

巧期値 

参照ページ 

1 -Level 


OFF 、 AUTO、FIX 

OFF 

46 〜 47 

Settings 


OFF 、 L / C 、 C / R 、 R / SL 、 R / SR 、 SR / SL 、 

SR / S 巨 R 、 SBR / SBL 、 SBL / SL 、 SL / L 、 L/SR 

OFF 

ぺージ 



OFF 、 L / C 、 C / R 、 R / SL 、 R / SR 、 SR / SL 、 

SR / S 巨 R 、 SBR / SBL . SBL / SL . SL / L . L/SR 

OFF 



FRONT 巨 AL . [■■■.■ d 巨] 

R + 2 日. Od 目〜 L + 20.0服 （0.5 服単位） 

Od 巨 



CENTER [■■" 服] 

-20.0 d 目〜 + 10.0 d 目 （0 .日 d 目単位） 

OdB 



SURROUND L [■■" 服] 

-20.0 d 目〜 + 10.0 d 巨 （0 .己 d 目単位） 

OdB 



SURROUND R [■■" 服] 

-20.0 d 目〜 + 10.0 d 巨 （0 .己 d 目単位） 

OdB 



SUR BACK [■■■,■ dB ] 

-20.0 dB 〜 + 10.0 d 目 （0 .日 d 目単位） 

OdB 



SUR BACK L [■■■,■ dB ] 

-20.0 d 目〜 + 10.0 d 目 （0 .日 d 目単位） 

OdB 



SURBACKR [■■■.■服] 

-20.0 dB ~ + 10.0 dB (0'5 dB 単位） 

OdB 



SUB WOOFER [■■" dB ] 

-20.0 d 目〜 + 10.0 d 巨 （0.5 d 巨単位） 

OdB 




Od 巨、 +10.0 d 巨 

OdB 



D . RANGE COMP . [■■■] 

OFF 、 STD、MAX 

OFF 


2 -EQ Settings 

EQ PRESET [■■■] 

1、2、3、4、5 、 OFF 

1 

47〜48 


FRONT BASS [■■■ 服] 

-10.0 dB - + 10.0 dB (1 dB 単位） 

OdB 

ぺージ 


FRONT TREBLE [■■■ 服] 

-10.0 dB - + 10.0 dB (1 dB 単位） 

OdB 



CENTER BASS [■■■ 服] 

-10.0 d 目〜 + 10.0 d 目 （1 dB 単位） 

OdB 



CENTER TREBLE [■■■ d 巨] 

-10.0 dB - + 10.0 dB (1 dB 単位） 

OdB 



SUR/SB BASS [■■■ dB ] 

-10.0 dB - + 10.0 dB (1 dB 単位） 

OdB 



SUR / S 巨 TREBLE [■■■ d 目] 

-10.0 d 目〜 + 10.0 d 巨 （1 dB 単位） 

OdB 



PRESET ■ CLEAR [■■■] 

YES . NO 

NO 


3 -Sur Settings 

SOUND FIELD SELECT ? 


A . F . D . 

AUTO 

57ページ 


SB DECODING [■■■■] 

OFF 、 AUTO、ON 

AUTO 

48〜50 



DDEX 、 PLIIxMV、PLIIxMS 

PLIIx MV 

ぺージ 


EFFECT LEVEL 

20%〜120%ほ％単位） 

100% 



CENTER WIDTH [■] 

8 ステップ 

3 




FRONT +3 〜 SUR +3 

0 



PANORAMA MODE [■■■] 

OFF、ON 

OFF 



SCREEN DEPTH [■■■] 

ON、OFF 

ON 



V 旧 . SPEAKERS [■■■] 

ON、OFF 

ON 


4 -Audio 

DEC . PRIORITY [■■■■] 

PCM、AUTO 

AUTO 

己〇〜己1 

Settings 


MAIN / SUB 、 MAIN 、 SUB、MAIN + SU 目 

MAIN 

ぺージ 


A/V SYNC [■■■ ms ] 

0 ms 〜 1 日 0 ms / 300 ms (10 ms 単位） 

0 ms 



DIGITAL ASSIGN ? 



目8ぺージ 


NAME IN ? [■■■] 



目6ぺージ 

5 -Video 

COMPONENT V . ASSIGN ? 



70ぺージ 

Settings 

HDMI VIDEO ASSIGN ? 



目9ぺージ 



AMP 、 TV+AMP 

AMP 

引〜 52 


AUTO、EVER ON 

AUTO 

ぺージ 

VIDEO CONVERT [■■■] 

ON、OFF 

ON 


PROGRESSIVE OUT [■■■] 

ON、OFF 

OFF 





66 ぺージ 
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メニユー 

項目 


設定値 

巧期値 

参照ページ 

6 -Speaker 

SUB WOOFER [■■■] 

N 0 、 YES 

YES 

52-55 

Settings 

FRONT SP [■■■ 

■■■] 

SMALL、LARGE 

LARGE 

ぺージ 



MIX 、 N 0、 SMALL、LARGE 

LARGE 



SURROUND SP 


N 0、 SMALL、LARGE 

LARGE 



SUR BACKSP [1 


BI - AMP 、 N 0、 SINGLE、DUAL 

DUAL 



FRONT L 






FRONT R 






CENTER 






SURROUND L 






SURROUND R 

■.■meter 

"1.0 m 〜 7.0 m 

3.0 m 



SUR BACK L 

~ (自動音場補正 

(0.1 m 単位、自動音場補正機能で測定後は 1 cm 




SUR BACK R 

-機能で測定後 

単位） 




SUB WOOFER 

—は 国の—〇の） 






meter、reel 

meter 



SP POSI . [■■■■ 


SIDE / LOW 、 SIDE / HIGH 、 目 EHD / LOW 、 

SIDE / 





目 EHD/HIGH 

LOW 



SP CROSSOVER [■■■ Hz ] 

40 Hz 〜200 Hz (10 Hz 単位） 

120 Hz 


7 -System 

DIMMER [■■■% DOWN ] 

日％、60%、100% 

0% 

己己ぺージ 

Settings 

SR IMPEDANCE [■■■■] 

4 ohm 、8 ohm 

8 ohm 

31ぺージ 

8 -Auto 

AUTO CAL START ? 



36〜37 

Calibration 

CAL TYPE [■■■ 


ENGINEER、FULL FLAT、FRONT REF 

FULL FLAT 

ぺージ 


EQ CURVE EFFECT [■■■] 

OFF、ON 

OFF 

A . CAL LOAD ? [ PRESET - B ] 

OFF 、 PRESET 1、 PRESET 2 、PRESETS 

OFF 

A . CAL SAVE ? [ PRESET - B ] 

PRESET 1、 PRESET 2 、PRESETS 

PRESET 

1 

A . CAL NAME ? 


66 ぺージ 
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各 スピーカー のレベルやバ 
ランスを調節ずる 

Level Settings メニューを使って、各スピーカーのレ 
ベルやパランスを調整でさます。 

調節した内容は、すべてのヴウンドフィールドに反映 
されます。設定メニューか日 「Level Settings 」 を選 
んでください。パラメーターの調節について詳しくは、 
r メニューを使ってアンプを設定する」 （43 ページ)、 
r メニュ ー 覧」 （44 ぺージ）をご覧ください。 


Level Settings メニューの設定頃目 

■ TEST TONE 

(テスト!ン） 

それぞれの スピーカーから 順番に テストトーンを 出し 
ます。 

• OFF 

• AUTO 

テストトーンび出るスピーカーび自動的に切り換わり 
ます。 

• FIX 

テストトーンを出すスピーカーを還ぶことびできます。 

■ PHASE NOISE 

(フエーズノイズ） 

•ON 

となりあった2つずつのスピーカーか日順番にテスト 
トーンを出します。 

• OFF 

■ PHASE AUDIO 

(フエーズオーディオ） 

•ON 

となりあった2つずつのスピーカーか日順衝こ、テス 
トトーンではなくフ□ント2チヤンネルの音源を出し 
ます。 

• OFF 

■ FRONT BAL. 

(フ□ントスピーカーバランス） 

フ□ントスピーカーの左ちのバランスを調節します。 


■ CENTER 

(センタースピーカーレベル） 

■ SURROUND L 

(サラウンドスピーカー(左）レベル） 

■ SURROUND R 

(サラウンドスピーカー(ち）レベル） 

■ SUR BACK 

(サラウンドバックスピーカーレベル） 

System Settings メニューのヴラウンドバックスピー 
力一の設定び 「 SINGLE 」 に設定されているときのみ 
設定でさます巧3ページ)。 

■ SUR BACK L 

(サラウンドバックスピーカー（左）レベル） 

System Settings メニューのヴラウンドバックスピー 
力一の設定び 「 DUAL 」 に設定されているとさのみ設 
定でさます （53 ページ)。 

■ SUR BACK R 

(サラウンドバックスピーカー(ち）レベル） 

System Settings メニューのヴラウンドバックスピー 
力一の設定び 「 DUAL 」 に設定されているとさのみ設 
定でさます巧3ページ)。 

■ SUBWOOFER 
(サブウーファーレベル） 

■ MULTI CH SW 

(マルチチヤンネルヴブウーファーレベル） 

MULTI CHANNEL INPUT 端テのサブウーファーのレ 
ベルを10 dB 上げることびできます。 DVD プレーヤー 
のサブウーファーレベルはスーパーオーディオ CD よ 
りち10 dB 低いため、 DVD プレーヤーを MULTI 
CHANNEL INPUT 端モにつないだときは、この設定 
項目で 10 dB 上げると効果的な場合びあります。 


ごを 意 

• 本機につないだテレビに設定画面を表示しているときは、 
HDMI 音声は出力されません。 


• 音楽用サウンドフィールドで Speaker Settings メニューのす 
ベてのスピーカーび 「 LARGE 」 に設定されていると、サブ 
ウーファーからは音び化ません。ただし、入力されたデジタル 
信号に L . F . E . 信号び含まれているときや、フ□ント、サラウ 
ンドのいずれかび 「 SMALL 」 に設定されているとさ、映画用 
サウンドフィールドを還んでいるとき 、 「PORTABLE 
AUDIO 」 を還んでいると定は、サブウーファー占、5音び出ま 
す。 
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■ D.RANGE.COMP. 

(ダイナミックレンジの圧縮） 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭くします。 
ミ果夜にル音量で映画を見たいとさなどに便利でず。ド 
ルビーデジタルの音声にのみ働さます。 

• OFF 

ダイナブックレンジの圧縮は行われません。 

• STD 

レコーディングエンジニアび意図するダイナ S ックレ 
ンジでサウンドトラックを再現します。 

• MAX 

ダイナ S ックレンジを極端に狭くします。 


イコライザー(低域/高域の 
レベル)を調節する 

EQSe 比 ngs メニューを使って、フ□ントスピーカー 
の音質 (1 を域/ IS 域レベル）を調節でさます。また、本 
機のイコライヴープ U セットに5通りの設定 (EQ 
PRESET [1] 〜[引）を登録して、いつでち呼び出 
すことびでさます。 

調節した内容は、ずべてのサウンドフィールドに反映 
されます。設定メニューか日 「 EQSe 比 ngs 」 を還ん 
でください。パラメーターの調節について詳しくは、 
「メニューを使ってアンプを設定する」 （43 ページ)、 
r メニュ ー 覧」 （44 ぺージ）をご覧ください。 


ほ域 


レベル 

(dB) 


高域 



EQ Settings メニユーの設定頃目 


■ EQ PRESET 

(イコライザープリセットの選択） 

イコライヴープリセット（[1]〜[5])を還びます。 

「 OF 円にずるとイコライヴー効果びオフになります。 

■ FRONT BASS* 

(フ□ントス ピーカーの お域レベル） 

■ FRONT TREBLE* 

(フ□ントス ピーカーの 高域レベル） 

* フ□ントスピーカーの低域レベルと高域レベルは、本体の 
TONE MODE 、 TONE つまみでも調節できます。 

■ CENTER BASS 

(センター スピーカー の低域レベル） 

■ CENTER TREBLE 
(センタースピーカーの 高域レベル） 

■ SUR/SB BASS 

(サラウンドスピーカー/サラウンドバックスピー 
力一の低域レベル） 


ちょっと一言 

「 D . RANGE . COMP 」 では、ダイナミックレンジをドルビーデ 
ジタルに記録されているダイナ S ックレンジ情報に基づいて圧縮 
します。 「 STD 」 び本来の圧縮値ですび、控えめに感じるときは、 
「 MAX 」 をおすすめします。これは極端にダイナミックレンジを 
圧縮しますので、深夜のビデオ鑑賞などに便利です。アナ□グの 
U ミッターとは異なり、機器側び圧縮ポイントをあらかじめ予測 
しているため、自然な圧縮にな0ます。 


ごま意 

• イコライヴーの設定は、 LU 下の場をは機能しません。 

一 MULTI IN を選んでいる。 

ーヴンプ U ング周波数び 96 kHz よ0高い信号を受信してい 

• DTS 96/24信号受信中に音場効果を設定すると、強制的に 
48 kHz で再生されます。 
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■ SUR/SB TREBLE 

(サラウンドスピーカー/サラウンドバックスピー 
力一の高域レベル） 

■ PRESET ■ CLEAR 

(イコライヴープリセットクリア） 

調節したイコライヴープ U セットの設定を、お買い上 
げ時の設定に戻しまず。詳しくは、 LU 下の「イコライ 
ヴーをお買い上げ時の設定に戻すには」をご覧くださ 
い。 

登録したイコライザーを呼び出すには 

1 「メニューを使ってアンプを設定ずる」 （43 ページ） 
の手順1〜3を行い、手順3で 「EQ Settings 」 を選 
び、©を押す。 

2 ♦/* をくり返し巧して、呼び出したいイコライヴー 
(EQ PR 段 ET [1] 〜[5])を選び、©を巧す。 

イコライザー効まをオフにずるには 

EQPR 段 ET か6 FEQ PRESET [ OFF]J を還びま 
す。 

イコライザーをお買い上げ時の設定に戻ずには 

1 「メニューを使ってアンプを設定する」 （43 ページ） 
の手順1〜3を行い、手順3で TEQ Settings 」 を選 
び、©を押す。 

2 ♦/ ♦をくり返し巧して、お買い上げ時の設定に戻し 
たいイコライヴー (EQ PRESET [1] 〜[引）を選び、 
©を巧す。 

3 ♦/* をくり返し巧して 、 「PRESET ■ CLEAR 」 を還 
び、©対甲す。 

■には、還んだイコライザープ U セットの番号び入 
ります。 

4 ♦/ ♦をくり返し巧して、 「 YES 」 を選び、©対甲す。 
「Are you sure ?」 と表示されます。 

5 ♦/* をくり返し巧して、 「 YES 」 を還び、©を巧ず。 
「PRESET ■ CLEARED !」と表示され、選んだイコ 
ライヴーびお買い上げ時の設定に戻ります。 


サラウンド効果を調節ずる 

Sur Settings メニューを使って、お好みのサウンド 
フィールドを還び、サラウンド効果を楽しむことびで 
さまず。 

設定メニューから rSur Settings ] を選んでくださ 
い。パラメーターの調節について詳しくは、「メニュー 
を使ってアンプを設定する」 （43 ページ)、「メニュー 
-覧」 （44 ページ）をご覧ください。 


Sur Settings メニューの設定頂目 

■ SOUND FIELD SELECT? 

(ヴウンドフィールドの種類の選択） 

お好みのヴウンドフィールドを選ぶことびでさます。 
詳しくは、「サラウンド効果を楽しむ」 （57 ページ）を 
ご覧ください。 

■ SB DECODING 

(サラウンドバックデコーディング） 

サラウンドバックデコーディング機能の種類を還びま 
ず。詳しくは、「ドルビーデジタルや DTS のサラウン 
ド効果にサラウンドバック機能を働かせる」 （49 ペー 
ジ）をご覧ください。 

■ SB DEC MODE 

(サラウンドバックデコーディング モー ド） 

サラウンドノくックデコーディングモードを選びまず。 
詳しくは、「ドルビーデジタルや DTS のサラウンド効 
果にヴラウンドバック機能を働かせる」 （49 ページ） 

をご覧ください。 

■ EFFECT LEVEL 

(エフェクトレべル） 

値を上げるほど、サラウンド効まび大さくなります。 

■ CENTER WIDTH 

(センター音像イメージ幅コント□-ル） 

ドルビープ □ □ジック11、 I lx の5ュージックモード処 
理に対して、さらに細かい調節をしたいとさに設定し 
ます。 A . F . D . モードを 「PRO LOGIC II MUS に」ま 
たは 「PRO LOG に lIxMUS に」に設定している 
巧8ページ）場合のみ設定でさます。 

ドルビープ□□ジック11で生成したセンターチャンネ 
ルの音声を、フ□ント L / R スピーカーに振り分ける調 
節びでさます。 
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■ DIMENSION 

(ディメンションコント□-ル） 

ドルビープ□□ジック II 、 llx の5ユージックモード処 
理に対して、さらに細かい調節をしたいときに設定し 
ます。 A . F . D . モードを 「PRO LOGIC II MUS に」ま 
たは 「PRO LOG に llx MUS に」に設定している 
巧8ページ）場合のみ設定でさます。 

フ□ントチヤンネルとサラウンドチヤンネルのレベル 
差を調節でさます。 

■ PANORAMA MODE 

(パノラマモード） 

ドル ビープ □□ジック II 、 llx の5ユージックモード処 
理に対して、さらに細かい調節をしたいときに設定し 
ます。 A . F . D . モードを 「PRO LOGIC II MUS に」ま 
たは 「PRO LOG に llx MUS に」に設定している 
巧8ページ）場合のみ設定でさまず。 

•ON 

フ□ントの音場を左ちに大さく回りこませて、ヴラウ 
ンドにつなびるよラな音場モード（パノラマモード） 
を楽しむことびでさます。 

• OFF 

パノラマモードは働さません。 

■ SCREEN DEPTH 

(スクリーンの奥行さ） 

シネマスタジオ EX モードのサウンドフィールド （60 
ページ）専用の設定です。 

映画館のように、フ□ントスピーカーの音びスク U — 
ンの中から出てくるような感覚を、リスニングルーム 
につくり出します。 

•ON 

非萬に大さなスク U —ンか S 音び出てくるような奥行 
き感をつくり出します。 

• OFF 

この機能は働さません。 

■ VIR.SPEAKERS 

(仮想スピーカー） 

シネマスタジオ EX モードのサウンドフィールド （60 
ページ）専用の設定です。 

•ON 

仮想スピーカーを生成します。 

• OFF 

仮想スピーカーを生成しません。 


ドルビーデジタルや DTS のサラウンド 
効果にサラウンドバック機能を働かせ 
る 


「ドルビーデジタル EX 」 や 「 DTS - ES マトリックス 
6.1」、 「 DTS - ES ディスクリート6.1」などで記録され 
た映画の DVD ソフトなどを再生するとき、サラウンド 
バック信号をデコードします。これにより、映画製作 
者が意図したサラウンド音声を楽しむことがでさます。 

■ SB DECODING 

• AUTO 

入カスト U —ムに 6.1 チヤンネルを示すフラグ a ) がある 
とさ、下のデコード処理をします。 


入カストリーム 

出力 

チヤンネル 

サラウンドバック 
デコード処理 

ドルビーデジタル 
己.1 

5. ド） 

— 

ドルビーデジタル 
EXb ) 

6. ド） 

ドルビーデジタル EX ® 
マト U ックスデコード処 
理ほ0ページ） 

DTS 己.1 

5.1 句 

— 

DTS-ES 

マトリックス 6. 1が 

6. ド） 

DTS マト U ックスデコー 
ド処理 

DTS-ES 

ディスク U —卜6.1が 

6.1 句 

DTS ディスクリート 
デコード処理 


a ) DVD などのソフトに書さ込まれている情報です。 

b ) サラウンド EX フラグび書さ込まれている、ドルビーデジタ 
ルの DVD です。ドルビー社のホームページなどで、ヴラウ 
ンド EX 映画を判別することがでさます。 

C) 5.1 チャンネルの信号とともに、 DTS - ES マトリックス信号 
であることを示すフラグび書さ込まれています。 

d ) 5.1 チャンネルの信号とともに、これをディスク U —卜 6.1 
チャンネルに戻すための拡張スト U —ムび記録されています。 
ディスク U —卜 6.1 チャンネル信号は、映画館では使用され 
ない DVD 専用の信号です。 

e ) サラウンドバックスピーカーを2本つないでいるとさは、 7.1 
チャンネルにな0ます。 

•ON 

入カスト U —ム 5.1 チャンネル、 6.1 チャンネルの信号 
に対して S 目 DEC MODE で設定 （50 ページ）された 

デコード処理を行います。 

• OFF 

サラウンドバック信号はデコードされません。 


ごま意 

• サラウンドバックデコーディング機能は、]；(下の場合は機能し 
ません。 

一 MULTI IN を選んでいる。 

一音楽用または映画用のヴウンドフィールドが選ばれている。 
一 DTS 96/24信号を受信している。 

- HDMI 入力でマルチチャンネル PCM 信号を受信している。 


パッケージにドルビーデジタルサラウンド EX の□づが記載さ 
れていても、フラグび書さ込まれていないディスクびありま 
す。サラウンドバックスピーカーから音び出ない場合は、 

「 ON 」 を選んでください。 

A . F . D . モードで rPLIIx 」 を選んでいるとをは 、 SB DEC 
MODE の設定に関わらず、 PLIIx デコード処理されます。 
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■ SB DEC MODE 

サラウンドバックデコーディング機能で 「 AUTO 」 ま 
たは 「 ON 」 を還んでいて、入力信号にドルビーデジ 
タルサラウンド EX フラグび含まれているときは、さら 
に下記のサラウンドバックデコーディングモード （SB 
DEC MODE ) を選べます。 


サウンドパック 

デコーディング 

モード 

(SB DEC MODE ) 

スピーカー 

設定 

サラウンドバック 
デコード処理 

「 DDEX 」 

7.1 ch 

ドルビーデジタル EX のマト 
リックスデコード処理 


6.1 ch 

ドルビーデジタル EX のマト 

U ックスデコード処理 

rPLIIx MV 」 

7.1 ch 

ドルビープ□□ジック llx の 
ムービーモード処理 


6.1 ch 

ドルビーデジタル EX のマト 

U ックスデコード処理 

rPLIIx MS 」 

7.1 ch 

ドルビープ□□ジック llx の 

S ユージックモード処理 


目. 1 ch 

ドルビープ□□ジック llx の 

S ユージックモード処理 


音声を設定する 

Audio Settings _>< ニューを使って、お好みにをわせて 
音声を設定でさます。 

設定ニューから 「Audio Settings 」 を選んでくださ 
い。ノ 又う乂 一夕一の調節について詳しくは、 「 j >^ ニュー 
を使ってアンプを設定する」 （43 ページ)、「><ニュー 
一覧」 （44 ページ）をご覧ください。 


Audio Settings メニユーの設定頃目 

■ DEC. PRIORITY 

(デジタル音声入カデコードプライオリティ） 

DIGITAL IN 端テと HDMI IN 端テに入力されるデジタ 
ル音声の入カモードを設定でさます。 

• AUTO 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 PCM の音 
声入力を自動的に切り換えます。 

• PCM 

DIGITAL IN 端テからの信号を還んでいるときに、 

PCM 信号を優先して処理します（頭切れを防ぎます)。 
HDMI IN 端テからの信号を選んでいるとさは、接続し 
ている機器か日は PCM 信号のみ出力されるようになり 
ます。 

その他のフォーマツトを受信する場合は 「 AUTO 」 に 
設定してください。 

■ DUAL MONO 

(二重音声モード） 

MPEG -2 AAC やドルビーデジタルなどの二重音声を 
聞くとさ、再生モードを設定します。 

• MAIN/SUB 

左スピーカーからを音声、ちスピーカーから副音声を 
同時に再生します。 

• MAIN 

主音声のみを再生します。 

• SUB 

副音声のみを再生します。 

• MAIN+SU 目 

主音声と副音声がを成された音声を再生します。 


ごま意 

• 映画用のサウンドフィールドび選ばれているときは 、 SB DEC 
MODE の設定に関わ5ず、ドルビーデジタル EX のマト U ッ 
クスデコード処理び行われます。 

• PLIIx MS モードを選んでも、下記の場をは、通常時とデコー 
ド処理び異な0ます。スピーカー設定が 6.1 ch のとさは、ド 
ルビーデジタル EX のマト U ックスデコード処理び行われ、ス 
ピーカー設定び 7.1 ch のとをは、ドルビープ□□ジック llx 
ムービー処理び行われます。 

ードルビーデジタルサラウンド EX 信号が入力されている。 

- S 目 DECODING び 「 AUTO 」 に設定されている。 


• DEC . PRIORITY ^「 AUTO 」 に設定して CD などのデジタ 
ル音靑を入力したとさに、再生を始めると音び途切れる場合は 
「 PCM 」 にしてください。 
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■ A/VSYNC 

( 音声と映像出力の同期） 

入力された音声を逼らせて、映像と音声のずれを調節 
することびでさまず。 

■ DIGITAL ASSIGN? 

( デジタル音声入力の割り当て） 

特定の入力のデジタル音声入力を、他の入力に割り当 
てることびでさます。詳しくは、「還んだ入力にデジタ 
ル音声端テを割り当てる」 （68 ページ）をご覧くださ 
い。 

■ NAME IN? 

( 名前設定） 

入力に名前を付けることびでさまず。詳しくは、「入力 
に名前を付ける」 （66 ページ）をご覧ください。 


映像を設定する 


Video Settings メニューを使って、コンポーネントビ 
デオ入力を他の入力に割り当て、名前を付けることび 
でさまず。 

設定メニューから rvideo Settings ] を選んでくださ 
し''。パラメーターの調節について詳しくは、「メニュー 
を使ってアンプを設定する」 （43 ページ)、「メニュー 
一覧」 （44 ページ）をご覧ください。 


Video Settings メニューの設定頂目 


■ COMPONENT V. ASSIGN? 

( コンポーネントビデオ入力の割り当て） 

コンポーネントビデオ入力を他の映像入力に割り当て 
ることびできます。詳しくは、 r 選んだ入力にコンポー 
ネント映像端テを割り当てる」 （70 ページ）をご覧く 
ださい。 

■ HDMI VIDEO ASSIGN? 

(HDMI 入力の割り当て） 

HDMI 入力を他の映像入力に割り当てることびでさま 
す。詳しくは、 r 選んだ入力に HDMI 端子を割り当て 
る」 （69 ページ）をご覧ください。 

■ HDMI AUDIO 
(HDMI 音声出力の設定） 

本機と HDMI 接続した再生機からの音声の出力先を設 
定します。 

• TV+AMP 

再生機の音声は、本機と、本機に HDMI 接続されたテ 
レビのスピーカーの両ちか S 再生されまず。 

• AMP 

再生機の音声は、本機につないだスピーカーと PRE 
OUT から出力されまず。マルチチヤンネルの音声はそ 
のまま再生可能です。 


ごを意 

• A/V SYNC 機能は、大さな液晶ディスプレイやプラブマモニ 
ター、プ□ジエクターなどを使用しているとさに便利です。 

• A/V SYNC 機能は、1；(下の場合は機能しません。 

一 MULTI IN を選んでいる。 

-サンプリング周波数び 96 kHz より高い信号を受信してい 
る。 

一 HDMI 入力でマルチチャンネル PCM 信号を受信している。 
ーアナ□グダイレクト機能を使用している。 

• A/V SYNC 機能は、ヴンプ U ング周波数が 48 kHz 下の信号 
とアナ□グ2チャンネル信号は 300 ms まで、サンプリング周 
波数が 88.2 kHz と 96 kHz の信号は 150 ms まで設定巧能で 
す（このとを表示は300 ms まで表示されますび、150 ms ま 
でび有効です)。 


HDMI AUDIO び 「 TV + AMP 」 に設定されているときは、本 
機で再生する音声はテレビの性能に依をします。テレビがステ 
レオに ch ) スピーカーの場合は、マルチチヤンネルのソフト 
を再生しても、本機の音靑はテレビと同じステレオに ch ) に 
なります。 

本機にプ□ジエクターなどの映像機器をつないでいるとを、本 
機につないだスピーカーから音び出ない場をびあります。この 
場をは 、 HDMI AUDIO を 「 AMP 」 に設定してください。 
HDMI AUDIO び 「 AMP 」 に設定されているときは、テレビ 
のスピーカーから音は出ません。 
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■ HDMI POWER 
(HDMI 回路の電源管理） 

• AUTO 

不必要な HDMI 回路の電源を自動的に切ります。 

HDMI 周りの電源を落とすことで、高品質なデジタル 
またはアナ□グサウンドをお楽しみいただけます。 
「AUTO」 に設定する場合、音びでるまでにある程度 
の時間びかか0ます。 

• EVER ON 

HDMI 回路の電源を常に入れたままにします。 

「AUTO」 に設定して、音び出るまでに時間びかかる 
ことび気になる場合などに選びます。つなぐ機器に 
よっては効まびない場合ちあります。 

■ VIDEO CONVERT* 

( 映像信号の変換） 

•ON 

映像信号を変換しますに6ページ)。 

• OFF 

VIDEO CONVERT 機能は働きません。 

■ PROGRESSIVE OUT* 

( 映像信号のプ □ グレッシブ変換） 

•ON 

映像信号びコンポーネント信号として出力されたとさ 
に、 525p に変換された映像信号を出力します。 

• OFF 

PROGRESSIVE OUT 機能は働きません。 

* ちビデオ設定値は INPUT SELECTOR ごとに独立して調節で 
きます。調節した値は、本機のメモ IJ- びク IJ アされるまでイ呆 
持されます。電ミ原を切った0、電源コードを巧いてち調節した 
値は記憶されていまず。 

■ NAME IN? 

( 名前設定） 

入力に名前を付けることびでをます。詳しくは、「入力 
に名前を付ける」 （66 ページ）をご覧ください。 


スピーカー を設定する 

Speaker Settings メニューを使って、本機につない 
で使用するスピーカーと、その大ささ、距離などを設 
定でさます。 

設定メニューから 「Speaker Settings」 を還んでく 
ださい。パラメーターの調節について詳しくは、「メ 
ニューを使ってアンプを設定する」 （43 ページ)、「メ 
ニューー覧」 （44 ページ）をご覧ください。 


Speaker Settinas メニユーの設定頃 

m 

■ SUBWOOFER 

( サブウーファー） 

• YES 

サブウーファーをつないだ場合に還びます。 

• N0 

サブウーファーをつなびない場合に還びます。低域 
変換機能び働さ、 L.F.E. (重低音効果）信号び他の 
スピーカーか!5再生されます。 

■ FRONT SP 

( フ □ ントスピーカー ) 

• LARGE 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカーをつない 
だ場合に還びます。通萬は 「LARGE」 を還びます。 
サブウーファーび「N0」に設定されていると、フ 
□ントスピーカーは自動的に 「LARGE」 に設定さ 
れます。 

• SMALL 

「LARGE」 にすると音び歪んだり、サラウンド効果 
び不充分な場合に還びます。フ□ントスピーカーの 
低域成分は、サブウーファーか日再生されます。 
「SMALL」 を還ぶと、センタースピーカー、ヴラウ 
ンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーの設 
定も自動的に 「SMALL」 になります （「NO」 に設 
定されている場合を除く）。 

サブウーファーを 「NO」 に設定しているときは還 
ベません。 


ごを意 

• PROGRESSIVE OUT 機能は、 525i の映像入力信号にのみ有 
効です。 

ちよつと一言 

• サブウーファーをつないだとさは、ドルビーデジタルのほ域変 
換機能を充分にお楽しみいただくために、サブウーファーの 
カツトオフ周波数をでさるだけ高<設定することをおずすめし 
ます。 


• 各スピーカーの 「LARGE」、 に1\/]八1_1_」の違いは、「そのス 
ピーカーの低音をカットするかしないか」です。 「SMALL」 

でカットされた低音は、 「LARGE」 と設定した他のスピー 
カーまたはサブウーファーの低域に回されます。 

しかし、でされば低域はカットしたくないものです。したびつ 
て、どんなにル型のスピーカーでわ、低音を再生させたい場合 
は 「LARGE」 に設定します。逆に大型のスピーカーでも、低 
音を再生させたくない場合は 「SMALL」 に設定します。 
全体の音量びルさい場をはすべてのスピーカーを 「LARGE」 

に設定し、低音感び足りない場合は、イコライヴーで低域を上 
げることをおすすめします。イコライヴーの設定については 
47ページをご覧ください。 
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■ CENTER SP 

(センタースピーカー) 

• LARGE 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカーをつない 
だ場合に還びます。通萬は 「 LARGE 」 を還びます。 
フ□ントスピーカーを 「 SMALL 」 に設定していると 
きは還べません。 

• SMALL 

「 LARGE 」 にすると音び歪んだり、サラウンド効果 
び不充分な場合に選びます。センタースピーカーの 
低域成分は、フ□ントスピーカー （「 LARGE 」 に設 
定されている場合）またはサブウーファーか6再生 
されます。 

• N 0 

センタースピーカーをつなびない場合に還びます。 
センタースピーカーの音はフ□ントスピーカーから 
出力されます。 

• MIX 

センタースピーカーびないとさに、デジタル音声を 
高音質で聞さたい場合におすすめします。 「 MIX 」 に 
設定すると、アナ□グダウン5ックス機能び働さま 
す 。 MULTI CHANNEL INPUT 端モか日の入力信号 
にち、設定は有効です。 

■ SURROUND SP 

(サラウンドスピーカー) 

サラウンドバックスピーカーも自動的に同じ設定にな 
ります。 

• LARGE 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカーをつない 
だ場合に選びます。通常は 「 LARGE 」 を選びまず。 
フ□ントスピーカーを 「 SMALL 」 に設定していると 
きは選べません。 

• SMALL 

「 LARGE 」 にすると音び歪んだり、サラウンド効果 
び不充分な場合に還びます。 

サラウンドスピーカーの低域成分は、サブウー 
ファーまたは 「 LARGE 」 に設定した他のスピー 
カーから再生されます。 

• N 0 

サラウンドスピーカーをつなびない場合に還びます。 

■ SUR BACK SP 

(サラウンドバックスピーカー) 

サラウンドスピーカーを「 N 0」に設定しているとき 
は、サラウンドバックスピーカーち自動的に「 N 0」 
になり、設定を変えることはでさません。 

• DUAL 

サラウンドノくックスピーカーを2台つないだ場合に選 
びます。音声を最大 7.1 チャンネルで出力します。 


• SINGLE 

サラウンドノ た J クス ピーカーを1台だけつないだ場合 
に還びます。音声を最大 6.1 チャンネルで出力しま 
す。 

• N 0 

サラウンドノ（ックスピーカーをつなびない場合に選 
びます。 

• BI-AMP 

フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするとさに 
還びます （73 ページ)。 

ノ（イアンプ接続か6サラウンドノ（ックスピーカーの 
使用に変える場合は、設定を 「 NO 」 にしてからス 
ピーカーをつなざ直してください。 

■ FRONT L 

(フ□ン ト左 スピーカーまでの 距離） 

■ FRONT R 

(フ□ン トち スピーカーまでの 距離） 

U スニングポジションから左ちのフ□ントスピーカー 
までの距離 （〇) を設定します。 

左ちのフ□ントスピーカーび U スニングポジションか 
ら同じ距離に設置されていない場合は、リスニングが 
ジシヨンに近いほうのスピーカーの距離を設定します。 

サラウンドバックスピーカーを1つだけ設置した場合 



サラウンドバックスピーカーを2つ設置した場合 
(包の角度は同じにずる） 



ごを意 

rSURBACKSP 」 び 「 BI - AMP 」 に設定されているときは、 

に ENTER SP 」 を 「 MIX 」 にしていても設定は無効になります。 
このときは 、 「CENTER SP 」 を「 N 0」に設定してください。 
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■ CENTER 

(センタースピーカーまでの距離） 

U スニングポジションからセンタースピーカーまでの 
距離を設定します。 

■ SURROUND L 

(サラウンド左スピーカーまでの距離） 

■ SURROUND R 

(サラウンドちスピーカーまでの距離） 

U スニングポジションから左ちのサラウンドスピー 
カーまでの距離を設定します。 

左ちのサラウンドスピーカーび U スニングポジション 
から同じ距離に設置されていない場合は、リスニング 
ポジションに近いほうのスピーカーの距離を設定しま 
す。 

■ SUR BACK L 

(サラウンドバック左スピーカーまでの距離） 

■ SUR BACK R 

(サラウンドバックもスピーカーまでの距離） 

U スニングポジションからサラウンドバックスピー 
カーまでの 距離を設定します。 

左ちのサラウンドバックスピーカーび U スニングポジ 
ションから同じ距離に設置されていない場合は、 U ス 
ニングポジションに近いほうのスピーカーの距離を設 
定します。 

■ SUBWOOFER 

(サブウーファーまでの距離） 

U スニングポジションからサブウーファーまでの距離 
を設定します。 

■ DISTANCE UNIT 

(距離の単位） 

スピーカーまでの距離を表示する単位を切り換えます。 

• meter 

メートル表示に切り換えます。 

• feet 

フィート表示に切り換えます。 


■ SP POSI . 

(サラウンドス ピーカーの {な置） 

シネマスタジオ EX モード （60 ページ）によるヴラウ 
ンド効果を充分に得るために、サラウンドスピーカー 
の位置を設定します。 

サラウンドスピーカーの設定び「 N 0」のとさほ3 
ページ）は設定でさません。 




• SIDE / L 0 W 

サラウンドスピーカーの位置び〇かつ0の範囲にあ 
るとさに選びまず。 

• SIDE/HIGH 

サラウンドスピーカの位置び〇かつ©の範囲にある 
とさに選びます。 

• BEHD / L 0 W 

サラウンドスピーカーの位置び包かつ0の範囲にあ 
るときに選びまず。 


ちょつと一言 

• 自動音場捕正機能でスピーカー設定すると、スピーカーの距離 
を1 cm 単位で調節でさるよラにな0ます。 

• U スニングポジションか！5センタースピーカーまでの距離回 
は、 U スニングポジションか!5フ□ントス ピー カーまでの距離 
因よりち 1.5 m より近くに設定でをません。け下の図の因一回 
び 1.5 m し:■(下になるよラに設置してください。 

例：因び6 m のとき、回の距離は 4.5 m 1；(上にしてくださし、。 
1」スニングポジションか！5サラウンドスピーカーやサラウンド 
バックスピーカーまでの距離回は、 IJ スニングポジションか 
5フ□ントス ピー カーまでの距離因よりも 4.5 m よりちくに 
設定でさません。 liTF の図の因一回び 4.5 m U 下になるよ 
ラに設置してください。 

例：图び6 m のとき、回の距離は 1.5 mliLh にしてください。 
これらは、スピーカーの配置を適切に行い、よりよい音で楽しん 
でいただくために設けた制限です。 


使いこなしのヒントとして、実際の距離より近くスピーカーの 
位置を設定すると、音び化るタイ5ングび遅くな0、スピーカー 
び遠くにあるよラに感じ5れます。 
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• 目 EHD/HIGH 

サラウンドスピーカーの位置が©かつ©の範囲にあ 
るときに選びます。 

■ SP CROSSOVER 

(スピーカーク □ スオーノ（一周波数） 

Speaker Settings >< ニューで l ~ SMALL 」 に設定され 
ている スピーカーの 低音域のク □スオーバー 周波数を 
調節します。 

自動音場補正機能でスピーカーを設定しているとさは、 
SP CROSSOVER は設定できません 。 Auto 
Calibration _>< ニューの 「 A.CAL LOAD ?」 を 「 OFF 」 
にして、マニュアルでスピーカーを調節してから設定 
して < ださい。 


ちょっと一言 

サラウンドスピーカーの位置は、シネマスタジオ EX モード専用 
の設定です。 

通常のヴウンドフィールドでは、スピーカーの配置はそれほど重 
要ではありません。基本的にはスピーカーは後で配置を標準とし 
て設計していますび、角度が相当開いていてち効果び比較的薄れ 
ません。しかしスピーカーを耳の真横に置くと効果びはっさりし 
なくなるため、 「 SIDE 」 を用意しました。 


システムを設定する 

System Settings _>< ニューを使って、本機の各種設定 
を変えることができます。 

設定ニューから 「System Settings 」 を選んでくだ 
さい。 ) 又ぅみ ーターの調節について詳しくは、 

ニューを使ってアンプを設定する」 （43 ページ)、「>< 
ニューー覧」 （44 ページ）をご覧ください。 


System Settings メニユーの設定頃 
巨 

■ DIMMER 

(表示窓の明るさ） 

表示窓の明るさを調節でさます。表示窓を全消打する 
と 、 MULTI CHANNEL DECODING ランプも消打し 
ます。 

■ SP.IMPEDANCE 

(スピーカーインピーダンス） 

接続したスピーカ ーにを わせてインピーダンスを設定 
します。 

詳しくは、「準備日：スピーカーを設定する」 （31 ペー 
ジ）をご覧ください。 


ただし、 U スこング環境には壁の反射わ含まれるため、スピー 
カーの位置が高いとさは、サラウンドスピーカーがほぼ真横に 
あってち「巨 EHD 」 に設定したほラがよい場合びあ0ます。 
実際に設定し、より広がり感が豊かで、サラウンド空間とフ□ン 
卜とのつなが0のよいほラを選んでくださし、迷った5 
「巨 EHD 」 に設定し、距離や音量を調節してよりよいにび〇感に 
なるよラにしてください。 


勺： zy が温な W か 
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自動でスピーカーを設定す 
る 

泪動音場お正機齡 

詳しくは、「準備6 :自動でスピーカーを設定する（自 
動音場補正機能)」巧2ページ）をご覧ください。 
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サラウンド効まを楽しむ 


ドルビーデジタルや DTS の 
サラウンド効果を楽しむ 

A . F . D . (オートフォーマットダイレクト）モードを 
使って、録音またはエンコードされたままのソフトの 
音を再現します。また、2チャンネルステレオ音声を 
マルチチヤンネルで聞くためのデコード処理モードを 
選ぶことびでさます。 


サブウーファーを接続したとまは 

サブウーファーから出力される低域効果音である 
L . F . E . 信号びないときは、本機びサブウーファー用信 
号を生成し、サブウーファーか6出力します。ただし、 
すべてのスピーカーび 「 LARGE 」 に設定されている 
ときは、 rNeo :6 Cinema 」、 rNeo :6 Music 」 では生 
成されません。 



A . RD . をくり返し巧して、お好みのサウンド 
フィールドを選ぶ。 

詳しくは、 「 A . F . D . モードの種類」巧8ページ）をご覧 
<ださい。 

Sur Setting メニューから 「 A . F . D 」 を還ぶこともで 
きます。詳しくは、「サラウンド効果を調節する」 （48 
ページ）をご覧ください。 


ごを 意 

• liTF の場合は機能しません。 

一 MULTI IN を崖んでいる。 

-サンプ U ング周波数び 48 kHz より高い信号を受信してい 
る。 

一 HDMI 入力でマルチチャンネル PCM 信号を受信している。 
• DTS 96/24信号受信中に音場効果を設定すると、強制的に 
48 kHz で再生されます。 


ちよつと一言 

• 通常は 「 A . F . D . AUTO 」 をおすすめしますび、入力信号に応 
じてサラウンドバックデコーディング機能 （49 ページ）を 
使ったほラびよい場合があります。 

• DVD ソフトなどのエンコードち胡ま、パッケージに付いてい 
るマークで確認でさます。 

一阳捐晋：ドルビーデジタルでエンコードされているソフト 

- nm DOLBYSURROUMDI 顆語驛：ドルビーサラウンドでエン 
コードされているソフト 

- E 3： DTS デジタルサラウンドでエンコードされているソ 

う不 

ードルビーデジタルや DTS について詳しくは、「用語集」 

(81 ページ）をご覧くださし、。 

• マルチチャンネル信号が入力されているとさは、ドルビープ □ 
□ジック llx デコーディングのみ有効です（このとを 、 Sur 
Settings メニューで設定した SB DECODING/SB DEC 
MODE の設定は無効になります)。ドルビープ□□ジック llx 
がのデコーディングモードを選んでいるとさは、エンコード 
されたままのマルチチャンネルの音声び出力されます。 


II 
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A . F . D . モードの種類 


A - RD •モード 

デコード後の 
マルチチャンネル音声 

効果 

A . F . D . AUTO 

(自動判別） 

入力された音声信号（ドルビーデジタル、 DTS 、 2チャンネルステレオ 
音声など）を自動的に判別し、適切な処理をします。 

このモードは残響などの効果を加えずに、録音された、またはエン 
コードされたままの音を再現します。 

PRO LOGIC 

4チャンネル 

ドルビープ□□ジック処理を行います。2チャンネルで記録されて 
いる音声を 4.1 チャンネルにデコードして再生します。 

PRO LOG に II MOVIE 

5チャンネル 

ドルビープ□□ジック II のムービーモード処理を行います。ドル 
ビーサラウンド-エンコードされた映画音声の再生に適しています。 
また、吹誓版やちい映画のビデオなどち 5.1 チャンネルで再生でを 
ます。 

PRO LOG に II MUSIC 

5チャンネル 

ドルビープ□□ジック II の S ユージックモード処理を行います 。 CD 
など通常のステレオ録音された音声の再生に適しています。 

PRO LOGIC II GAME 

5チャンネル 

ドルビープ□□ジック II のゲームモード処理を行います。 

PRO LOG に llx MOVIE * 

7チャンネル 

ドルビープ□□ジック llx のムービーモード処理を行いまず。ドル 
ビーサラウンド-エンコードされた映画音声の再生に適しています。 
また、吹誓版やちい映画のビデオなどち 7.1 チャンネルで再生でを 
ます。 

PRO LOG に llx MUSIC * 

7チャンネル 

ドルビープ□□ジック llx の S ユージックモード処理を行います。 

CD など通常のステレオ緑音された音声の再生に適しています。 

PRO LOGIC llxGAME * 

7チャンネル 

ドルビープ□□ジック llx のゲームモード処理を行います。 

Neo :6 Cinema 

6チャンネル 

DTS Neo :6 のシネマモード処理を行いまず。 

Neo :6 Music 

6チャンネル 

DTS Neo :6 のミユージックモード処理を行います。 CD など通常の 
ステレオ録音の再生に適しています。 

MULTI STEREO 

7チャンネル 

2チャンネルの信号に巧し、 L / R 成分をすべてのスピーカーから出力 
します。 


* サラウンドバックス ピーカーびない とさは遅べません。 
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ソニーのサラウンド効ま 
( DCS ) を楽しむ 

本機にあらかじめ設定されているヴウンドフィールド 
(サラウンド効果）を選ぶだけで、簡単にサラウンド効 
果を楽しむことびでさます。ご自分の部屋で、映画館 
やコンヴートホールの臨場感を再現でさます。 



MOVIE 


A . F . D . 


2 CH 


MUSIC 


MOVIE をくり返し巧して、映画用のサウンド 
フィールドを選ぶ。 

MUSIC をくり返し巧して、音楽用のサウンド 
フィールドを選ぶ。 

SurSe 比 ngs メニューか S 「 MOVIE 」 または 
FMUSICJ を還ぶこともできます。詳しくは、「サラ 
ウンド効果を調節する」 （48 ページ）をご覧ください。 


映画用/音楽用のサウンドフイールドを解除ず 
るには 

2 CH を巧して、 r 2 CH STEREOJ を選びます。また 
は、 A . F . D . をくり返し巧して、 「 A . F . D . AUTO 」 を選 
びます。 


4^0乂ス沒姐がおでな 
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サウンドフイールド ( DCS ) の種類 



サウンドフィールド 

効果 

映画用 

CINEMA STUDIO EX A 

UMd 

ソニー.ピクチャーズエンターテインメントの 「Cary Grant 
Theater 」 スタジオの音響特性を再現しまず。標準的なモードで、 
あ日ゆる映画に適していまず。 


CINEMA STUDIO EX B 

UMd 

ソニー-ピクチャーズエンターテインントの 「Kim Novak 
Theater 」 スタジオの音響特性を再現します。このモードは音場 
効果が豊富に使われている SF 映画やアクション映画に適していま 
す。 


CINEMA STUDIO EX C 

UMd 

ソニー-ピクチャーズエンターテインントのスコア U ング•ス 
テージの音響特性を再現します。このモードは S ユージカルや、 
オーケストラによるサウンドトラックが特長的な映画などに適し 
ています。 


V.MULTI DIMENSION 

UMd 

"1 組の実在するサラウンドスピーカーから、多数の仮想サラウン 
ドスピーカーを生成しまず。 

音楽用 

HALL 

長方形のコンサートホールの音響特性を再現します。 


JAZZ CLUB 

ジャズクラブの音響を再現しまず。 


LIVE CONCERT 

300席あるライブ八ウスの音響を再現しまず。 


STADIUM 

屋外のスタジアムの雰囲気を再現します。 


SPORTS 

スポーツ中継放送の雰囲気を再現します。 


PORTABLE AUDIO 

ポータブルオーディオ機器から、よ〇ク U アな音像を再現します。 
MP 3 やその他の圧縮された音源に適していまず。 

ヘッドホン使用時* 

HEADPHONE (2 CH ) 

2 CH STEREO モード （61 ぺージ)、または A . F . D . モードほ7 
ページ）でヘッドホンを使用すると自動的に選ばれます。2チャ 
ンネル（ステレオ）で音を出します。デジタル入力のマルチチャ 
ンネル音声は2チャンネルにダウンミックスして再生します。 


HEADPHONE THEATER 

UMd 

映画用または音楽用のサウンドフィールドを選んでいるとをに 
ヘッドホンを使用すると、自動的に選ばれます。映画館にいるよ 
うな雰囲気をへッドホンで再現します。 


HEADPHONE ( DIRECT ) 

音色、サウンドフィールドなどの処理を行わずに、アナ□グ音声 
を出力します。 


HEADPHONE ( MULT ) 

MULTI IN を選んでいるときにへッドホンを使用すると、自動的 
に選ばれます 。 MULTI CHANNEL INPUT 端子に入力されたア 
ナ□グ音声を2チャンネルにグウンミックスして出力します。 

安へッドホンを使用したとさに選べるサウンドフィールドです。 


ごま 意 

• 映画用と音楽用のサウンドフィールドは、下の場合は機能し 
ません。 

一 MULTI IN を選んでいる。 

-サンプリング周波数び 48 kHz より高い信号を受信してい 
る。 

一 HDMI 入力でマルチチャンネル PCM 信号を受信している。 
• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生では、ノイズび 
目立つことがあ0ます。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生では、直接サラ 
ウンドスピーカーから音は聞こえません。 

• 音楽用ヴウンドフィールドで Speaker Settinas こューのす 
ベてのスピーカーび 「 LARGE 」 に設定されていると、サブ 
ウーファーか5は音び出ません。ただし、入力されたデジタル 
信号に L . F . E . 信号び含まれているとさや、フ□ント、ヴラウ 
ンドのいずれかび 「 SMALL 」 に設定されているとさ、映画用 
サウンドフィールドを選んでいるとき 、 「PORTABLE 
AUDIO 」 を選んでいるときは、サブウーファーから音び出ま 
す。 

• 音楽用のサウンドフィールドを選んでいるときは、サラウンド 
バックデコーディング （49 ページ）は機能しません。 


ちょっと一言 

• 区^マークの付いたサウンドフィールドは、 DCS 技術を利 
巧しています。 DCS について詳しくは、「巧語集」ほ "1 ペー 
ジ）をご覧ください。 

• liliia マ~クのがいた-サウンドフィールドが選ばれていると 
き 、 Digital Cinema Sound ランプび点灯します。 
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2 チヤンネルのアナ□グ音青を聞 < 


音声を2チヤンネルで聞< 

視聴するソフトの録音や再生機器の接続、本機のサウ 
ンドフイールドの設定に関わらず、2チヤンみレの音 
声出力に切り換えることびでさます。 



2CH 



A.DIRECT 


A . D 旧 ECT をくり返し巧す。 

A . D 旧 ECT 対甲すたびに 、 ANALOG D 旧 ECT と直前 
に選ばれていたヴウンドフイールドの効果び切り換わ 
ります。 


2 CH をくり返し巧ず。 

2 CH を巧すたびに、 2 CH STEREO と ANALOG 
D 旧 ECT び切り換わります。 

• 2 CH STEREO 

2チヤンネルのソース （ CD や、アナ□グオーディオ 
機器など）をサブウーファーなどを使わず本来の音 
声で聞さたい場合、フ□ント L / R の2本のスピーカー 
のみから音を出します。 標準的な2チヤンネルステレ 
才音声は、サウンドフィールドの回路を通さずに再 
生します。マルチチヤンネル音声は、2チヤンネルに 
して（ダウン S ックス）再生します。 

• ANALOG DIRECT 

選んでいる入力の音声を、2チヤンネルのアナ□グ入 
力に切り換えます。高品質のアナ□グ音声を楽しむ 
ことびでさます。 

この機能を使っているときは、音量とフ□ントス 
ピーカーのノ（ランスのみ調節でさます。 


ノイズのかないが態でアナ□グ音声を楽しむ 
(アナ□グピュアネスコント□—ル） 

アナ□グ音声を出力するとさ、使っていないビデオ回 
路とデジタル回路びパイパスされ、その電源部ち停止 
します。ビデオ回路やデジタル回路の影響を受けない、 
高品位のアナ□グ音声をお楽しみいただけます。 

アナ□グピュアネスコント□ール機能は、音声系の入 
力び選ばれているときに 、 INPUT MODE を 
「 ANALOG 」 に設定して、 A . D 旧 ECT を巧すと有効に 
なります。 


ごを 意 

2 CH STEREO モードでは、サブウーファーからは音び出ません 
び、サブウーファーち使って2チャンネルステレオ音声を再生す 
ることもできます。 A . F . D . モードを 「 A . F . D . AUTO 」 にしてく 
ださい巧7ページ)。 

2チャンネル信号に巧して、サブウーファーから出力されるほ域 
効果音である L . F . E . 信号びないとさは、本機びサブウーファー 
用信号を生成して出力します。 
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か音量でサラウンド効果を 
楽しむ 


(NIGHT MODE ) 

音量び小さい状態でち、劇場のよラなサラウンド効果 
を楽しめる機能です。サウンドフィールドと同時に働 
かせることびでさます。 

例えば深夜に映画を見るとさ、/」\音量でちセ U フを 
はっきりと聞き取ることびできます。 




.の.©.⑤ 

■@ ■© ■© 

.0 感 .© 




— REPLAY ADVANCE — 

( n ^ O . 11 .■〇 M 


rUNING - TUNING + 

© © 


DISC SKIP 



NIGHT INPUT MACR01 MACRO 2 

MODE MODE TV/VIDEO WIDE 


1 AMPLIFIER を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 N に HT MODE を巧ず。 

MGHT MODE 機能び働きます。 

NIGHT MODE を巧すたびに、オンとオフび切り 
換わります。 


ごを意 

• NIGHT MODE は、下の場合は機能しません。 

一 MULTI IN を選んでいる。 

ーサンプ U ング周波数び 96 kHz よ0高い信号を受信してい 
る。 

• DTS 96に4信号受信中に NIGHT MODE をオンにすると、強 
制的に 48 kHz で再生されます。 


ちよつと一言 

N に HT MODE 機能を働かせると、 BASS 、 TREBLE 、 
EFFECT のレベルび上びり、 rD . RANGE . COMP .」 が 「 MAX 」 
になります （47 ページ)。 
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スピーカー のレベルとパラ 
ンスを調節する 

(TEST TONE ) 

U スニングポジションに座り、テスト!''ーンの出力を 
聞さなびらスピーカーのレベルとバランスを調節でさ 
ます。 



12 


5-11 


4 


1 本機とテレビの電源を入れる。 

2 ON SCREEN を巧ず。 

本機に接続したテレビに設定画面び表示されるよ 
ラに、テレビの入力を切り換えます。 

3 AMPLIFIER を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

4 MENU を巧す。 

設定メニューの U ストび表示されます。 


ちょっと一言 

• 本機は中む周波数800 Hz のテスト I ンを採用しています。 

• 手順9ですベてのスピーカーの音量を一度に調節したいとさ 
は、リモコンの MASTER VOL +/ -または本体の MASTER 
VOLUME つまみで調節します。 


5 ♦/* をくり返し巧して 、 「Level Se 扣 ngs 」 を 
選び、还)を巧す。 

6 ♦/ ♦を <0返し}甲して 、 「TEST TONE 」 を 
選び、©を巧す。 

7 ♦を巧ず。 

各スピーカーから順番にテスト!-ーン（ヴーッと 
いラ音）び出力されます。 

♦を巧すと、還んだスピーカーのみか S テスト 
I ''ーンを出す 「 FIX 」 パターンになりまず。 

8 ©を巧ず。 

9ずべてのスピーカーの テスト!ンび同じ 
音量に聞こえるように 、 Level Settings メ 
ニューを使って各スピーカーの レベルとバ 
ランスを調節ずる。 

詳しくは 「Level Settings メニューの設定項目」 
(46 ページ）をご覧ください。 

10 ♦/ ♦をくり返し}甲して 、 「TEST TONE 」 を 
選び、任)を巧ず。 

1 l ♦を巧して、 rOFF 」 を選び、贷を巧ず。 

テスト I -ーンび消えます。 

12 ON SCREEN を巧ず。 

テレビの設定画面び消えまず。 


テストトーンが何ち聞こえないとまは 

• スピーカーコードびお実につなびれていない場合び 
あります。コードを軽く引っ張ってみて、巧けたり 
しないよラに、お実につないでください。 

•スピーカーコードびシヨートしている恐れびありま 
す。別紙のスピーカー接続のごを意をご覧ください。 

テストトーンが表示をに表示されているスピー 
力一と臭なるスピー カーか百出るとまは 

スピーカーの設置位置と、接続されたスピーカー端モ 
の種類び合っていません。スピーカーの接続をごお認 
<ださい。 


• 手順9でスピーカーのレベルとバランスを調整している間は、 
調整した値び表示窓に表示されます。 


4^0乂ス咨姐が胀でな 
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さ百に細かい調節を行 5 には 

隣り合う2個のスピーカーか日テスト I ''ーンや音源を 
出力して、バランスやレベルを調節でさます。 

手順6で 「PHASE N 0に E 」 または 「PHASE 
AUDIO 」 を還び、調節したい2個のスピーカーを選び 
ます。 


サラウンド効まをお買い上 
ば時の設定に戻す 




1 POWER を巧して電源を切る。 

2 MUS にを巧しなび!5、 POWER を押ず。 

表示窓に rS . F . Initialize 」 と表示され 、すべての 
ヴウンドフイールドびお買い上げ時の設定に戻り 
ます。 
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その他の操作をずる 


本機のメニューをテレビに 
表巧して操作する 

ON SCREEN を巧し、本機につないだテレビに設定画 
面を表示させると、より分かりやすくメニューを設定 
でさます。 



5-7 


4 


5 ♦/* をくり返し巧して、設定したいメニュ ー 
を選び、©を巧す。 

6 ♦/* をくり返し巧して、設定したい項目を選 
び、©を巧ず。 

7 ♦/* をく り返し巧して、 パラメーターを 選 
び、© を 押して確定する。 

パラメーターによっては、手順8を完了すると石佳 
定されるちのちあります。 

8 ON SCREEN を巧して終了する。 

メニュー設定画面び消えます。 


1 本機とテレビの電源を入れる。 


2 ON SCREEN を巧す。 

本機につないだテレビに設定画面び表示されるよ 
ラに、テレビの入力を切り換えます。 


3 AMPLIFIER を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

4 MENU を巧ず。 

テレビの画面には;欠のメニューび表示されます。 

1 - Level Settings 

2- Equalizer Settings 

3- Surround Settings 

4- Audio Settings 

5- Video Settings 

6- Speaker Settings 

7- System Settings 

8- Auto Calibration 
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入力に名前を付ける 

入力に8又字までの名前を付けて、本機の表示窓に表 
示でさます。 

機器名を付けると、どの端子に何の機器をつないだか 
びわかり、便利でず。 



4-7 



4 ♦/* をくり返し巧して 、 「Audio Settings 」、 
「Video Settings 」 または 「Auto 
Calibration 」 を選ぶ。 


5 ©を巧してメニューを表示ずる。 

6 ♦/* をくり返し巧して 、 「NAME IN ?」 また 
は 「 A.CAL NAME ?」 を還び、任)を巧ず。 

カーソルび点滅し、文字び選べるようになります。 
♦/ ♦で又字を選び、 ♦/ ■►で入力する位置を選びま 
す。 


スぺ ースを 入れるには 

文字を入力せずに ♦/* を巧します。入力した文字 
をスペースに変更したい場合は、表示窓にスペー 
スび表示されるまで本体の+/—つまみを回しま 
す。 


間違えて入力したときは 

♦/ ■►を巧して変更したい文字を点滅させ、本体の 
+/—つまみを回して、正しい又字を選びまず。 


7 任)を巧ず。 

名前びお定します。 


1 名前を付けたい入力の入力切り換え用のボ 
タンを巧ず。 

または本体の input SELECTOR つまみを回しま 
す。選んだ入力び表示窓に表示されます。 

HDMI IN 1 または2端テにつないだ機器を還ぶと 
きは、 HDMI をくり返し巧します。 


2 AMPLIFIER を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになりまず。 

3 MENU を巧ず。 

設定メニューの U ストび表示されます。 


ちよつと一言 

手順6で、 ♦/* を押して文字の種類を選ぶことびでをます。 
アルファベット（大文字）一►アルファベット（ルち字）一数字 
—記号 
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デジタル音声とアナ□グ音 
声の入力を切り換える 

本機のデジタル音声入力端テとアナ□グ音声入力端子 
の両方につないでいる場合、どちらかに固定したり、 
視聴するソフトの種類によって切り換えることびでさ 
ます。 

例：スーパーオーデイオ CD プレーヤーで、デジタル 
音声で CD を聞いたり、アナ□グ音声でスーパーオー 
デイオ CD を聞く場合、どち6かに固定したり、切り 
換えることびできます。 


入力切り換え用のボタンを巧ず。 

または本体の input selector つまみを回しま 

す。 

AMPLIFIER を巧す。 

本機の操作びでさるよラになります。 

INPUT MODE をくり返し巧して、音声入 
カモードを選ぶ。 

表示窓に、還んだ音声入カモードび表示されます。 




音青入カモード 

• AUTO 

デジタル音声入力端テとアナ□グ音声入力端子の両 
方につないでいる場合、デジタル音声入力び優先さ 
れます。 

デジタル音声入力びない場合は、アナ□グ音声入力 
び選ばれまず。 

• COAX 

DIGITAL COAXIAL 入力端テへのデジタル音声入力 
び苗に還ばれまず。 

• OPT 

DIGITAL OPT に AL 入力端子へのデジタル音声入力 
び苗に還ばれます。 

• ANALOG 

AUDIO IN L/R 端テへのアナ□グ音声入力び常に選 
ばれまず。 


ごを意 

• DIGITAL ASSIGN 機能 （68 ぺージ）で他の入力に割り当て 
ているデジタル音声入力は崖ぶことびでさません。 

• 入力によっては、設定でさない音靑入カモードびあ0ます。 

• HDMI 入力を崖んでいるとさは、手順3で「——」と表ちさ 
れ、他の項目は還べません。 HDMIU 外の入力を選んでくだ 
さし、。 


• アナ□グダイレクト機能を使っているときや MULTI 
CHANNEL 入力を遅んでいるとをは、音靑入カモードは 
「 ANALOG 」 に設定されます。他のモードは還べません。 
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選んだ入力にデジタル音声 
端子を割り当てる 


5 ♦/* をくり返し巧して、空いているデジタル 
音声入力让記の例では 「VIDEO 2 OPT 」） 
を選ぶ。 


OPT に AL や COAXIAL のデジタル音声入力端テを 
持っている入力 （ VIDEO 1 IN、DVD IN 、 TV/SAT 
IN 、 MD/DAT IN 、 SA - CD/CD IN など）を使ってい 
ないとさに、他の入力 （VIDEO 2など）に割り当てる 
ことびでさます。 

例： DVD プレーヤーを本機の OPT に AL IN 端子につな 
いで、デジタル音声入力のソースにする場合 

• DVD プレーヤーの OPT に AL OUT 端テを本機の 
OPTICAL VIDEO 2端モにつなざます。 

• D に ITAL ASS に N の設定で 「VIDEO 2 OPT 」 を 
「 DVD 」 に割り当てます。 


MULTI IN A.DIRECT SLEEP AMPLIFIER 

CD CD CD 

2CH A.F.D. MOVIE MUSK 

ロロ ロロ 

.⑤ .© 

；@ ■© ■© 

>1 。を earI を / 10) (enter! 

D.TUNING __. MEMORY 

N SCREE^ 



REPLAY ADVANCE 

ihM) C (T ► ) fro 


1 AMPLIFIER を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになりまず。 


2 MENU を巧ず。 

設定メニューの U ストび表示されます。 

3 ♦/* をくり返し巧して 、 「Audio Settings 」 
を選び、©を巧ず。 


6 ©を巧ず。 

7 ♦/* をくり返し巧して、手順5で選んだデジ 
タル音声入力を割り当てたい入力(上記の 
例では 「 DVD 」） を選ぶ。 

8 ©を巧ず。 

これで入力を 「 DVD 」 に切り換えると、 DVD プ 
レーヤーの音声は OPT に AL VIDEO 2 IN 端テを 
通してデジタル音声になりまず。 

割り当てびでさる入力は、 LU 下の「デジタル音声 
入力に割り当てでさる入力」をご覧ください。 


デジタル音岸入力に 割 日当てでをる入力 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されていまず。 


デジタル音声入力 

割り当てでをる入力 

VIDEO 1 OPT 

VIDFO 1. DVD 、 TAPF / CD - R . 
SA - CD / CD、TUNER 

VIDEO 2 OPT 

VIDFO ク、 OVD 、 TAPF / Cn - R , 
SA - CD / CD、TUNER 

VIDEO 3 OPT 

VIDFO 3、 DVD 、 TAPF / CD - R 、 
SA - CD / CD、TUNER 

TA/SAT OPT 

TV / SAT 、 DVD 、 TAPF / CO - R 、 
SA - CD / CD、TUNER 

MD/DAT OPT 

MD / DAT . DVD 、 TAPF / CD - R . 
SA - CD / CD、TUNER 

DVD COAX 

DVD 、 VIDEO 1 、 VIDEO 2、 
VIDEOS 、 TV / SAT 、 MD / DAT 、 
TUNER 

TAPE / CD-R COAX 

TAPF / m - R . VIDFO 1. 

VIDEO 2、 VIDEOS 、 TV / SAT 、 
MD / DAT、TUNER 

SA - CD/CD COAX 

SA - cn / cn . VIDFO 1. vidfo ク、 
VIDEOS 、 TV / SAT 、 MD / DAT 、 
TUNER 


4 ♦/* をくり返し巧して 、 「DIGITAL 
ASS に N ?」 を選び、©を巧ず。 


ごを意 

• 同じ入力に複数のデジタル音青を同時に割0当てることはでさ 
ません。 

• 入カソースからのオプティカル信号を本機の OPTICAL IN 端 
テに割0当てることはでをません。また、入カソースからの同 
軸信号を本機の COAXIAL IN 端テに割0当てることはでをま 
せん。 


• 他の入力に割り当て5れたデジタル音青入力は、わとの入力で 
使ラことはでをません。 

• デジタル音青入力を割り当てると、 INPUT MODE (67 ペー 
ジ）の設定び変わることびあります。 
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選んだ入力に HDMI 端子を 
割り当てる 

HDM I 映像を、他の入力を還んだとさち楽しむことび 
でさます。 

例： SA - CD / CD の入力を還んだときに、 SA - CD/CD 
端テにつないだスーパーオーデイオ CD の音を聞さな 
びら、 HDMI 映像を楽しむことびでさます。 



.© •© . ⑤ 
.0 .感 .© 
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8 ©を巧ず。 

割り当てびでさる入力は、 LU 下の 「 HDMI 映像入 
力に割り当てでさる入力」をご覧ください。 


HDMI 映像入力に割日当てでをる入力 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されています。 

HDMI 映像 入力 

割り当てできる入力 

HDMI 1 

NONE 、 VIDEO 1. VIDEO 之、 
VIDEOS 、 DVD 、 TV / SAT 、 TAPE / 
CD - R 、 MD / DAT 、 SA - CD / CD 、 
TUNER 

HDMI 2 

NONE 、 VIDEO 1 .VIDEO 2、 
VIDEOS 、 DVD 、 TV / SAT 、 TAPE / 
CD - R 、 MD / DAT 、 SA - CD / CD 、 
TUNER 


1 AMPLIFIER を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになりまず。 


2 MENU を巧ず。 

設定メニューの U ストび表示されます。 

3 ♦/* をくり返し巧して 、 「Video Settings ] 
を選び、贷を押ず。 

4 ♦/* をくり返し巧して 、 「HDMI VIDEO 
ASS に N ?」 を選び、任)を巧ず。 

5 ♦/* をくり返し巧して、割り当てる HDMI 映 
像を選ぶ。 

6 任)を巧ず。 

7 ♦/* をくり返し巧して、手順5で選んだ 
HDMI 映像を割り当てたい入力を選ぶ。 


ごま 意 

同じ入力に 「 HDMI 1」と 「HDMI 2」を同時に割り当てること 
はでさません。 
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選んだ入力にコンポーネン 
卜映像端子を割 D 当てる 


コンポーネント映像を、他の入力 （VIDEO 2 IN など) 
を選んだとさち楽しむことびでさまず。 

例： SA - CD / CD を選んだときに、 SA - CD / CD 端テに 
つないだスーパーオーデイオ CD の音を聞さなびら、 
コンポーネント映像を楽しむことびでさまず。 


MULTI IN A.DIRECT SLEEP AUPLI 円巧 

ロロ ロ 

2CH A.F.D. MOVIE MUSK 

CD CD CD CD 


.の.© •⑤ 
■@ ■© ■© 
■@ *® 
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1 AMPLIFIER を巧す。 

本機の操作びでさるよラになります。 


2 MENU を巧ず。 

設定メニューの U ストび表示されまず。 

3 ♦/* をくり返し巧して 、 「Video Settings 」 
を選び、©を巧す。 


7 ♦/* をくり返し巧して、手順5で選んだコン 
ポーネン ト 映像を割り当てたい入力(上記 
の例ではに A - CD / CD 」） を選ぶ。 

8 ©を巧ず。 

これで入力を 「 SA - CD / CD 」 に切り換えると、 
DVD プレーヤーの映像びコンポーネン h 映像にな 
りまず。 

割り当てびでさる入力は、 LU 下の「コンポーネン 
卜映像入力に割り当てでさる入力」をご覧くださ 
し、。 


コンポーネント映像入力に割0当てでをる入力 

お買い上げ時は、 

下線の項目に設定されています。 

^ ンポ—ネント m 象 害 IJ り当てできる入力 
入力 

VIDEO 1 

NONF 、 VIDFO 1 .VIDFO ?、 
VIDEO 3、 TAPE / CD - R 、 MD / DAT 、 
SA - CD / CD、TUNER 

DVD 

NONE、VIDEO 2 、 VIDEO 3、 

DVD 、 TAPE / CD - R 、 MD / DAT 、 
SA - CD / CD、TUNER 

TV/SAT 

NONE、VIDEO 2 、 VIDEO 3、 
TV / SAT 、 TAPF / On - R . MD / DAT . 
SA - CD / CD、TUNER 


4 ♦/* をくり返し巧して 、 「COMPONENT V . 
ASS に N ?」 を選び、©を巧ず。 


5 ♦/* をくり返し巧して、割り当てるコンポー 
ネン ト 映像(上記の例では 「 DVD 」） を選ぶ。 


6 ©を巧ず。 


ごを 意 

• 同じ入力に1つ上のコンポーネント映像を同時に割り当てる 
ことはでさません。 

• 他の入力に割り当て5れたコンポーネント映像は、ちとの入力 
で使ラことはでさません。 
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表示窓の表示を切り換える 

表示窓の表示を切り換えて、ヴウンドフイールドの情 
報などをお認でさます。 



D に PLAY をくり返し巧ず。 

D に PLAY を巧ずたびに、表示びなのよラに切り換わり 
ます。 

^登録した名前*- ► 入力端モ名- 

—ボ U ューム^<-サウンドフィールド名卜 

* 入力に名前を付けているとさのみ表示されます。 

ずべてスペースび入力されていた0、入力名と同じ名前び付け 
5れている場合は名前は表示されません。 


ス IJ — プタイマ—を巧5 

設定した時間びたつと、本機の電源を自動的に切るこ 
とびでさます。 



SLEEP 


SLEEP を<0返し巧す。 

または本体の SLEEP をくり返し巧します。 

SLEEP を巧すたびに時間表おびなのよラに切り換わり 
ます。 


1—►2：00：00—：30：00—►! :00: 00—^0 :30: 00 —►OFF 


ス U —プタイマーび働いているあいだは表示窓の 
「 SLEEP 」 び点打します。 


ちょっと一言 

ス I 」ープタイマーび働くまでの残0時間を確認するには、 

S に EP をがします。表示窓に残り時間び表示されます。 

ちラー度 SLEEP を巧すと、ス IJ - プタイマーの設定び変わ0ま 
す。 
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他機を使って録音/録画ずる 

本機を使ってオーディオ/映像機器から録音/録画びで 
さます。お手持ちの録音/録画機器の取扱説明書ちご覧 
ください。 



カセツトテープや5ニディスクに録音 
する 


本機を使ってカセットテープまたは5ニディスクに録 
音でさます。お手持ちのカセットデッキまたは MD 
デッキの取扱説明書ちご覧ください。 

1再生機器を接続した入力の入力切り換え用 
のボタンを巧ず。 

または本体の input SELECTOR つまみを回しま 
す。 

2再生機器を準備ずる。 

例： CD プレーヤーに CD を入れる。 

3録音機器を準備ずる。 

カセットテープまたは5ニディスクを入れ、録音 
レベルを調節する。 

4録音機器側で録音を開始し、再生機器側で 
再生ずる。 


録画する 


1再生機器を接続した入力の入力切り換え用 
のボタンを巧ず。 

または本体の input selector つまみを回しま 
す。 

2再生機器の準備をずる。 

例：ビデオデッキにビデオテープを入れる。 

3録画機器の準備をずる。 

( VIDEO 1または VIDEO 2につないだ）録画機器 
に録画用のビデオテープなどを入れる。 

4録画機器側で録画を開始し、再生機器側で 
再生ずる。 


デジタル音青を録音ずるには 

再生機器をデジタル音声入力 （ OPT に AL IN ) 端テに 
つなぎ、録音機器を OPT に AL MD/DAT OUT 端テに 
つないで < ださい。 


ごま 意 

• TAPE / CD-R OUT 端子または MD/DAT OUT 端テから出力さ 
れる信号に対して、音の調節は効さません。 


• MULTI CHANNEL INPUT 端テに入力された音声信号は、 
FRONT の L / R 音声のみ出力されます。 

• 録画防止機能のあるソースは録画でさません。 
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バイアンプ接続する 

サラウンドバックスピーカーを使用しない場合、 
SURROUND BACK SPEAKERS 端モをフ□ントス 
ピーカーのバイアンプ接続用に使用ずることびでさま 
す。 


接続ずる 

フ□ントスピーカーの Lo (または Hi ) 側を本機の 
FRONT SPEAKERS A 端子に、フ□ントスピーカー 
の Hi (または Lo ) 側を本機の SURROUND BACK 
SPEAKERS 端モにつなざます。 

このとさ、スピーカーに付属されている Hi / Lo の 
ショート金具は必ず外してください。本機の故障の原 
因となりまず。 


フ□ン トス ピーカー ( R ) フ□ン トス ピーカー ( L ) 



設定ずる 

Speaker Settings メニ ューの に URBACKSP 」 を 
「 BI - AMP 」 に設定してください巧3ページ)。 「 bi - 
amp 」 に設定することで 、 FRONT SPEAKERS A 端 
テと同じイ言号び SURROUND BACK SPEAKERS m 
モか 6 ち出力されるよラになります。 


ごを意 

• FRONT SPEAKERS B 端テを使つ口（イアンプ接続すること 
はでをません。 

• 自動音場補正機能を使ラ場合は、その前にバイアンプの設定を 
して < ださい。 

• バイアンプの設定後は、サラウンドバックスピーカーのレべ 
ル、バランス、 EQ などの設定は無効となり、フ□ントスピー 
カーの設定が反映されます。 


• PRE OUT 端子から出力される信号はスピーカー端子と同じ設 
定になります。 

• Speaker Settings メこューの 「SUR 目 ACK SP 」 び「目 I - 
AMPJ に設定されているときは 、 MULTI CHANNEL INPUT 
端子の CENTER の音声はフ□ントスピーカー ( L / R ) からは 
出力されません。 
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リモコンを設定してほ 5 


本機の IJ モコンで他機を操作ずる 

お使いの機器にをわせて本機を設定すると、下表の•のついたボタンを使ってそれぞれの機器を操作でさます。ただ 
し、機器によってはボタンを押してち操作できないことがあります。 

設定のしかたは、「お使いの機器にをわせて本機を U モコンに登録する」 （75 ページ）をご覧ください。 


接続機器を操作でをる本機の U モコンのポタン 


\\ 選ばれている機器 

ボタン 

テレビ 

ビデオ DVD 
デッキレコーダー 

ブルーレイ 
ディスクプ 
レーヤー 

PSX 

ビデオ CD 
プレーヤー/ 

LD 

プレーヤー 

衛星放送 

チューナー 

BS デジタル/カセット 
デジタル CS デッキ 
チューナー （ A と B ) 

DAT 

デッキ 

CD 

プレーヤー/ 
MD デッキ 

チユー 
ナー 

アンプ 

AV 1 ゆ、 

1/(1) ( TV を巧したあとに 
巧す） 

♦ 

• 

• 

♦ 

♦ 

• 

• 

♦ 


♦ 

♦ 




MEMORY、ENTER 

♦ 

• 

• 

♦ 

♦ 

•* 


♦ 

♦ 

• 

♦ 

♦ 


CLEAR 、 >10、 
□.TUNING 

♦ 

• 

• 

♦ 

♦ 

参 


• 

• 


• 

参 


DISPLAY 

♦ 

• 

• 

♦ 

♦ 

♦ 


• 



• 

♦ 

• 

OPTIONSATOOLS ♦ • ♦ ♦ 

RETURN/EXIT 

♦ 


• 

♦ 

♦ 

♦ 

• 

• 





• 

♦/♦/♦/*、© 

• 

参 

• 

♦ 

♦ 


♦ 

♦ 





♦ 

MENU 

♦ 

• 

• 

♦ 

♦ 


♦ 

♦ 





♦ 

1 ◄◄/ ►W 


• 

• 

♦ 

♦ 

• 



♦半* 

♦ 

♦ 



REPLA 丫 / ADVANCE 、 . > 

♦小* 

◄◄/►►、 TUNING +/- 


• 

• 

♦ 

♦ 

♦ 



♦ 

参 

• 

♦ 


!>、■■、■ 


• 

• 

♦ 

♦ 

♦ 



♦ 

• 

• 



DISK SKIP 



• 

• 


♦ 





• 



MUTING、MASTER 
VOL +/-、TV VOL +/- 

♦ 

• 

• 

♦ 

♦ 

参 

• 


♦ 

• 

• 

参 

• 

PRESET +/-、 

TV CH +/- 

♦ 

• 

• 

♦ 



♦ 





• 


DVD TOP MENU / 

NIGHT MODE、DVD 
MENU/INPUT MODE 



• 

• 

• 








• 

F 1、 MACR 0 1、 TV / 

參 


A 

參 









A 

VIDEO 














F 2、 MACR 02 、WIDE 

♦ 


• 

♦ 









♦ 


* LD プレーヤーのみ操作でをます。 
** デッキ目のみ操作でさます。 


ごミち意 

DVD レコーダーのコードは、ソニー製 DVD レコーダーに 設定 
されています。 ソこ一製 DVD プレーヤーを操作するには、 コー 
ドを 変更する必要びあります。詳しくは、「お使いの機器にをね 
せて本機を U モ コンに 登録する」 （75 ページ）をご覧ください。 
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お ffi いの機器に合わせて本 
機を IJ モコンに營録する 

このリモコンで、他社製の CD プレーヤーや MD デッキ 
などの機器を操作するように設定でさまず。また、巧 
期設定のままでは操作でさないソニー製の機器ち操作 
でさます。 

例： 本体後面の VIDEO 2端モにつないだ他社製のビデ 
オデッキを、この U モコンで操作でさるように設定す 
るとさ 

設定の前に、1；•(下についてごま意ください。 

• PHONO の設定は変更でさません。 

• この U モコンで操作でさるのは、赤外線コント□一 
ルを受け付ける機器のみでず。 

LU 下の操作をするとさは、本機の電源を入れ、 U モコ 
ンを U モコン受光部に向けて<ださい。 



4 


1 RM SET UP を巧しなび!5、 AVI / のを巧ず。 

RM SET UP び点滅します。 


2 RM SETUP び点滅している間に、入力切 
り換え用のボタン ( TV を含む)を巧して設 
定したい入力を選ぶ。 

たとえば、 CD プレーヤーを操作したいとさは、 
SA - CD / CD を選びまず。 

RM SET UP と入力切り換え用のボタンび点滅し 
まず。 

3数字ボタンを巧して、機器とメーカー別の 
対応コードを入力ずる（コードび複数ある 
場合は、そのうちの1つを入力ずる）。 

RM SET UP と入力切り換え用のボタンび点滅し 
まず。 

4 ENTER を巧す。 

ち効な対応コードび入力されると 、 RM SETUP 
び2回点滅し、設定モードび終了しまず。 

入力切り換え用のボタンち消灯します。 

設定操作を途中でやめるときは 

手順の途中で 、 RM SET UP を巧します。 

機器 • メーカー別の対応コード 

LU 下の対広コードを使って他社製の機器皆、初期設定 
のままでは操作でさない ソニー 製機器を操作でさるよ 
ラに設定します。それぞれの機器が受け付ける U モコ 
ン信号はモデルや年式によってを異なりますので、一 
つの機器に複数のコードが割り当てられている場をち 
あります。ある1つのコードを使ってを設定できない 
場をは、別のコードを使って設定してみてください。 


CD プレーヤーの巧応コ^—ド 


メーカー 

コード 


SONY 

101 、 

102 、 

103 

DEMON 

104. 

123 


JVC 

105. 

106 、 

107 

KENWOOD 

108 、 

109 、 

110 

MAGNAVOX 

111. 

116 


MARANTZ 

116 



ONKYO 

112 、 

113 、 

114 

PANASONIC 

11 己 



PHILIPS 

116 



PIONEER 

117 



TECHNICS 

11 己、 

118. 

119 

YAMAHA 

120 、 

121 、 

122 


ごま意 

• テレビの対応コードでは、日日0ま台の番号のみ有効です。 

• 対応コードは、各メーカーの最新情報に基づいて決め5れてい 
ます。ただし、機器によっては一部またはすベての対応コード 
に反応しない場合ちあ0ますので、あらかじめご了承くださ 
い。 


操作する機器によっては、 
る場合があ0ます。 


本機の特定のボタンび機能しなくな 


J ctu 乂が隅神 1/ C 巧3 
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DAT デッキの対なコード 


メーカー 

コード 





SONY 

203 






PIONEER 

219 






MD デッキの対なコー 

ド 





メーカー 

コード 





SONY 

301 






DEMON 

302 






JVC 

303 






KENWOOD 

304 






カセットデッキの対なコー 

ド 




メーカー 

コード 





SONY 

201 、 

202 





DEMON 

2 日 4 、 

20 己 





KENWOOD 

206 、 

207 、 

208 、 

209 



NAKAMICHI 

210 






PANASONIC 

216 






PHILIPS 

211 、 

212 





PIONEER 

213 、 

214 





TECHNICS 

21 日、 

216 





YAMAHA 

217 、 

218 





LD プレーヤーの巧応コード 

メーカー 

コード 





SONY 

目 01 、 

602 、 

603 




PIONEER 

606 






ビデオ CD プレーヤーの対応コー 

■ド 



メーカー 

コード 





SONY 

60 己 






ビデオデッキの対なコ 

—ド 





メーカー 

コード 





SONY 

701 、 

702 、 

703 、 

704 、 

70 日、 

706 

AIWA* 

710 、 

750 、 

7 己 7 、 

758 



AKAI 

707 、 

708 、 

709 、 

759 



巨 LAUPUNKT 

740 






EMERSON 

711 、 

712 、 

713 、 

714 、 

71 己、 

716 、 


750 






FISHER 

717 、 

718 、 

719 、 

720 



GENERAL 

721 、 

722 、 

730 




ELECTRIC 







GOLDSTAR/LG 

723 、 

753 





GRUNDIG 

724 






HITACHI 

722 、 

72 己、 

729 、 

741 



ITT/NOKIA 

717 






JVC 

726 、 

727 、 

728 、 

736 




メーカー コード 


MAGNAVOX 

730 、 

731 、 

738 




MITSU 巨に HI/MGA 

732 、 

733 、 

734 、 

735 



NEC 

736 






PANASONIC 

729 、 

730 、 

737 、 

738 、 

739 、 

740 

PHILIPS 

729 、 

730 、 

731 




PIONEER 

729 






RCA/PROSCAN 

722 、 

729 、 

730 、 

731 、 

741 、 

747 

SAMSUNG 

742 、 

743 、 

744 、 

745 



SANYO 

717 、 

720 、 

746 




SHARP 

748 、 

749 





TELEFUNKEN 

7 己 1 、 

752 





TOSHIBA 

747 、 

7 已己、 

756 




ZENITH 

754 







*アイワのコードを設定してちアイワ製のビデオデッキを操 
作でをない場含は、ソニーのコードを入力してください。 


DVD プレーヤーの対応コード 


メーカー 

コード 




SONY 

401 、 402 、 

403 



PANASONIC 

406、 408 




PHILIPS 

407 




PIONEER 

409 




TOSHIBA 

404 




DEMON 

40 己 




DVD レコーダーの対なコー 

小 



メーカー 

コード 




SONY 

403 




テレビの対応コ- 





メーカー 

コード 




SONY 

己 01 、己 02 




DAEWOO 

日 04 、日 0 己、 

日 06 、 

引日、 

己 44 

FISHER 

己 08 




GOLDSTAR/LG 

己 03 、已 11 、 

己 12 、 

己 1 己、 

己 34 、己 44 

GRUNDIG 

引 7 、己 34 




HITACHI 

引 3 、引 4 、 

引己、 

己 44 


ITT/NOKIA 

521 、 522 




JVC 

516 




MAGNAVOX 

己 03 、已 18 、 

己 44 



MITSU 巨に HI/MGA 

日 03 、 519. 

己 44 



NEC 

日 03 、日 20 、 

己 44 



PANASONIC 

己 09 、日 24 




PHILIPS 

日巧 、518 




PIONEER 

己 09 、已 2 已、 

己 26 、 

己 40 


RCA/PROSCAN 

己 10 、已 27 、 

己 28 、 

己 29 、 

己 44 
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メーカー 

コード 





SAMSUNG 

己日 3 、 

515 、 

531 、 

己 32 、 

己 33 、 

534 、 


己 44 






SANYO 

己 08 、 

545. 

546 、 

己 47 



SHARP 

己 35 






TELEFUNKEN 

记 3 、 

己 36 、 

日 37 、 

己 38 



THOMSON 

己 30 、 

己 37 、 

539 




TOSHIBA 

535 、 

540 、 

541 




ZENITH 

己 42 、 

己 43 





BS デジタルチユーナ ー/ デジタル CS チユー 

ナーの巧応コー 

ド 






メーカー 

コード 





SONY 

801 、 

802 、 

803 、 

804 



JERROLD/G 丄 

806 、 

807 、 

808 、 

809 、 

810 、 

811 、 


812 、 

813 、 

814 




PANASONIC 

818 






RCA 

805 、 

819 





S.ATLANTA 

815 、 

816 、 

817 




チユーナーの巧応コー 

ド 





メーカー 

コード 





SONY 

日 02 、 

003 、 

004 、 

005 



ブルーレイデイスクプレーヤーの対応コー 

ド 

メーカー 

コード 





SONY 

310 、 

311 、 

312 




PSX の対なコー 

小 






メーカー 

コード 





SONY 

313 、 

314 、 

315 





い < つかの操作を続けて実 
行させる 

(マク□操作） 

マク□機能を使って、いくつかの U モコンコードをま 
とめて連続送信でさます。 

マク□操作は、2つ登録ずることびでさます 
( MACR 01、 2)。1つのマク□操作には、20個まで U 
モコンコードを登録することびでさます。 


操作の実行順を登録ずる 


1,5 

2,3 





C 
ホ 
U 
乂 
が 
熙 I 

C 

パ 

m 

Of 


1 RM SETUP を巧しなび5、 MACRO 1 ま 
たは MACRO 2を1秒 L ソ上巧す。 
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RM SET UP び 2 回点滅します。 

2 入力切り換え用のボタンを巧して、操作を 
割り当てたい入力を選ぶ。 

選んだ入力のボタンび点打します。 

3 行いたい操作のボタンを巧して、機能を学 


習させる。 


巧ずボタン 

登録される操作 

►W 、 

ボタンの操作を行います。 

入力切 0 換え用のボタンを 

1 秒！ ; Lh 押す 

入力を切 0 換えまず。 

MACRO "1 または 

"1 秒の待機時間を設定しま 

MACRO 2 

す。 

よ 0 長い待機時間を設定す 
るには 、 MACRO "1 また 
は MACRO 2 をくり返し 
押します。 


手順 2 で還んだ入力のボタンび 2 回点滅し、再び点 
打します。 


4 手順2と3をくり返す。 

同じ機器に別の]マンドを割り当てたいときは、 
手順 3 を繰り返します。 

5 RM SET UP を巧して、登録を終了ずる。 


マクロ操作の登録を途中でやめるには 

手順の途中で 60 秒間何ちボタンを巧さないと、設定び 
キャンセルされます。 

それまでに登録したコマンドは有効です。 

マクロ機能をほ5には 

1 AMPLIFIER を巧す。 

AMPLIFIER び点打し、消打します。 

2 MACRO 1 または MACRO 2 を巧してマク□を実 
行する。 

マク□操作び開始され、登録した順にコマンドび実 
行されます。 

コマンドび送信されている間は、 RM SET UP び点 
滅し、 AMPLIFIER び点打します。送信び終了する 
と、 RM SET UP と AMPLIFIER は消打します。 


登録したマクロを消ずには 

1 RM SET UP を巧しなびら、 MACRO 1 または 
MACRO 2 を 1 秒し U 上巧す。 

RM SET UP び 2 回点滅します。 

2 RM SET UP を巧す。 

マク□として登録された設定び消去されます。 


ごを意 ちょっと一言 

マク □ 操作を登録するとさは、 U モコンの電化は新しいちのを 手順 1 で RM SET UP び 5 回点滅して設定モードに入れない場 

使ってください。 合は、 U モコンの電池を新しいちのに交換してください。 
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本機のリモコンにないリモ 
コンコードをぎ習させる 


学習機能を使って、付属の1」モコンにちとちと入って 
いない U モコンコードを学習させることびでさます。 




例：ボタン1を U モコンの VIDEO 1に割り当てる場合 

1 RM SET UP を巧しなび 5、 TV を巧ず。 

RM SET UP び点打します。 


2 入力切り換え用のボタン(例では VIDEO 
1) を巧して、設定したい入力を選ぶ。 

選んだ入力のボタンび点滅します。 

(RM SET U 円ま点灯したままです。） 

3 VIDEO 1として使いたいボタンを巧ず(例 
では1ボタン)。 

手順2で還んだ入力のボタンび点灯します。 

(RM SET U 円ま点灯したままです。） 

4 本機のリモコンのリモコンコード受光部 
と、学習する機器のリモコンの受信/送信部 
とを向かい合わせる。 

学習する機器の U モコンびコードを受信すると、 
手順2で還んだ入カボタンび消灯します。 



約 5 cm 〜 10 cm 


5 RM SET UP び2回点滅し、学習び完了ず 

る。 

学習に失敗したときは 、 RM SET UP び5回点滅し 
まず。 

手順2か S ちう一度行つてください。 

6 RM SETUP を巧して、学習機能を終了ず 
る。 


学習を透中でやめるには 

手順の途中で RM SET UP を巧します。 

また、手順の途中で60秒間何ちボタンを巧さないと、 
設定びキャンセルされます。 


ぎ習させたリモコンコードをほうには 


学習させたボタンびある入力を還び、学習させたボタ 
ンを巧します。 


学習したリモコンコードを消ずとまは 

1 RM SET UP を巧しなびら、 TV を巧す。 

2 入力切り換え用のボタン(例では VIDEO 1) を巧し 
て、設定を消去したい入力を還ぶ。 

選んだ入力のボタンび点滅しまず。 

(RM SET U 円ホ点打したままです。） 

3 1 /(!) を1秒 iiLh 巧す。 

選んだ入力のボタンび2回の点滅をくり返します。 

4 学習させたボタンを巧して、登録した設定を消去す 
る。 

消去が完了すると 、 RM SET UP が2回点滅します。 
消去に失敗したときは 、 RM SET UP が5回点滅しま 
す。 

手順2からもう一度行ってください。 


ごま意 

学習機能を設定するとをは 、 U モコンの 電池は新しいわのを使つ 
て < ださい。 


ちょっと一言 

• 容量び一杯になったとさは 、 RM SET UP が M0 回点滅したあ 
とに学習モードから抜けます。 

• 手順 ■! で RM SET UP び 5 回点滅して設定モードに入れない 
場合は、 U モコンの電池を新しいわのと交換してください。 
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リモコンをお買い上げ時の 
設定に戻す 



2 


1 MASTERVOL - を巧したまま、1/のと AV 
1/のを巧ず。 

RM SET UP び3回点滅します。 

2 MASTER VOL - を離ず。 

U モコンのすべての設定（登録したデータなど） 
び消去されます。 
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その他 


用語集 

■ A AC 

デジタル放送で標準に定め S れたデジタル音声方式で 
す。 Advanced Audio Coding (アドバンスド- 
オーディオ.コーディング）の略で、高い圧縮率で音 
楽 CD 並みの音質を実現でさます。 

■ Component (コンポーネント）映像 

映像信号を輝度 Y と色差 Pb、P「 の3系統に分けて伝送 
する映像端子です。 DVD ビデオや八イビジョン映像な 
どの高画質をよりお実に伝送します。3つの端子はそ 
れぞれ緑、青、ホで色分けされていまず。 

■ Composite (コンポジット)映像 

映像信号を伝送ずる最ち一般的な映像信号です。輝度 
Y と色 C を1つにまとめて伝送します。 

■ Digital Cinema Sound ( DCS ) 

映画館での迫力あるサウンドをご家庭で楽しむために、 
ソニーびソニー.ピクチャーズ.エンタテイメントと 
の協力により独自に開発した劇場音響再現技術です。 
DSP (デジタルシグナルプ□セッヴー）と計測データ 
を結合して開発されたこの「デジタルシネマサウンド」 
で、ご家庭でち映画製作者び意図した理想的な音場を 
体感でさます。 

■ Dolby Digital 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音声デジタル 
圧縮技術です。その1つである 5.1 チャンネルドルビー 
チャンネルはフ□ント （L/R)、 センター、サラウンド 
(L/R)、 サブウーファーで構成され、 DVD ビデオの標 
準音声フォーマットにち採用されています。 

■ Dolby Digital Surround EX 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音響技術です。 
サラウンド （L/R) に後方のサラウンドバック (SB) 

を合成し、再生時に 6.1ch で出力されます。特に動さ 
のあるシーンを、よりダイナ S ックで U アルな音場で 
再現します。 

■ Dolby Pro Logic II 

2ch ステレオで記録された音声を 5.1 かに変換して再 
生します。映画用の MOVIE モードと、音楽などのステ 
レオソース用の MUS にモードの2種類びあります。従 
来のステレオで録音されたちい映画ち、 5.1ch の迫力 
で再現します。 


■ Dolby Pro Logic llx 

7.1ch (または 6.1ch) スピーカー環境のための再生 
システムです。ドルビーデジタルサラウンド EX 作品に 
加え、通萬の 5.1ch ドルビーデジタル作品を 7.1ch 
(または 6.1ch) で再生でさまず。さらに通常のステレ 
才収録のコンテンツち 7.1ch (または 6.1ch ) で再生 
でさます。 

■ Dolby SurroundCDolby Pro Logic ) 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音声処理技術 
です。ステレオ 2ch の中にセンター、サラウンドの音 
び合成されています。再生時にデコーダーでフ□ント 
(L/R) とともに 4ch サラウンドで出力しまず。 DVD ビ 
デオでは最ち一般的な音声処理ち法でず。 

■ DTS 96/24 

高音質再生フォーマットです。 DVD ビデオでは最高 
の、ヴンプ U ング周波数 96kHz/ 量モ化ビット数24 
ビットで音を記録しまず。ソフトにより、再生チャン 
ネル数は異なりまず。 

■ DTS Neo : 6 

2ch ステレオで記録された音声を 6. 1 ch に変換して再 
生します。映画用の CINEMA モードと、音楽などのス 
テレオソース用の MUS にモードびあり、再生する 
ソースや巧みに麻じて還べます。 I 

■ DTS サラウンド ホ 

S 

Digital Theater Systems 社が開発した、映画館向け 音 

の音声デジタ j レ圧縮技術です。ドルビーデジタルより 
ち1氏い圧縮率で記録し、より高音質で再生しまず。 

■ DTS-ES 

サラウンドバックを加えた 6.1ch 方式で再生します。 

全チヤンネルを独立して記録する「ディスク U —卜 
6.1」と、ドルビーサラウンド EX と同様、サラウンド 
バック音声を U アチャンネルに重ねて記録する「マト 
U ックス6.1」の2種類びあります。映画のサウンドト 
ラックを再生するのに適しています。 

■ Dynamic Range 

音声信号の再現能力をおした数値でず。最小値（小さ 
い音）と最大値（大さい音）の差を指し、単位は dB 
(デシベル）で表示します。この数値び大さいほど、ル 
さい音か6大さい音まで再現でさまず。 
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■ HDMKHigh-Defin け ion Multimedia 
Interface) 

テレビ接続機器のデジタ j レ映像/音声信号を直接つなぐ 
インターフェースです。 HDMI 端テとテレビを1本の 
ケーブルで接続することで、高画質な映像とデジタル 
音声を楽しめます。デジタル画像信号の暗号化記述を 
使用した著作権保護技術である HDCP にち対応してい 
ます。 

■ L.F.E.CLow Frequency Effect) 

ドルビーデジタルや DTS などで、サブウーファーから 
出力される低域効果音のことです。帯域内び 20Hz〜 
120Hz の重低音を補助的に出力することで、音響に迫 
力び加わります。 

■ PCM 

アナ□グ音声をデジタル音声に変換する方式です。 
Pulse Code Modulation (パルス- ]— ド-モジュ 
レーシヨン）の略で、手軽にデジタル音声を楽しめま 
す。 

■S ビデオ信号 

映像信号を輝度 Y と色 C の2系統で伝送するち式です。 
コンポジットと比べてより美しい映像で記録-再生し 
ます。 

■ TSPCTime Stretched Pulse ) 信号 

TSP 信号は、短い時間の中に低域か日広域までの広い 
帯域にわたって、高密度にエネルギーび詰められた測 
定信号です。 

一般的な室内環境で測定精度をお保するためには、測 
定信号のエネルギー量び重要であり、 TSP を使ラこと 
で、効果的に測定を行ラことびでさます。 

■インターレス 

テレビやモニターの管面にある走査線のラち、まず奇 
数番目の走査線を1/60秒かけて巧さ、次にその間を埋 
めるよラに偶数番目の走査線を巧いて画面を映し、合 
わせて1枚の完全な画面を作っていく飛び越し走査の 
ことです。 

■クロスオーパー周波数 

各スピーカー ユニッ トびカバーする周波数帯域び交差 
するポイントの周波数です。 

■サンプリング周波数 

音声などをアナ □ グデータから 子ジタ )レデータへ変換 
するとさ、数字に置さ換える必要びあります。この作 
業をヴンプ U ングと呼び、1秒間に記録する回数をヴ 
ンプ U ング周波数といいます。音楽 CD の場合、1秒間 
に44,100回記録しており、ヴンプ U ング周波数を 


44.1 kHz と表します。一般的には、ヴンプ U ング周波 
数び高いほど、記録された音声は高音質になります。 

■シネ 7 スタジオ EX 

r デジタルシネマサウンド」の集大成とちいえるヴラウ 
ンドモードです。「バーチャル.マルチディメンシヨ 
ン」、「スク U —ン■デプス■マッチング」、そして「シ 
ネマスタジオ. U バーブレーシヨン」の3つの技術で 
ダビングシアターの音を再現します。 

仮想スピーカー技術「バーチャル-マルチディメン 
シヨン」び 7.1ch までの実スピーカー環境でマルチヴ 
ラウンド環境を実現し、最新設備の映画館の音をご家 
庭のサラウンド環境で再現します。 
r スク U— ン•デプス•マッチング」は、フ□ント、セ 
ンターの前ちチャンネルの音に、実際の映画館と同様 
にスク U —ン越しに再生されることによる高域の減衰 
と音のふく日み、距離による音の奥行さ感を付加しま 
す。 

r シネマスタジオ. U バーブレーシヨン」は、ソニー- 
ピクチャーズ-エンタテイメントのダビングスタジオ 
をはじめとする、最新のダビングシアターや録音スタ 
ジオの音響を再現します。スタジオの種類により A/B/ 
C の3つのモードを還べます。 

■ ダウン 5 ックス 

5 . 1チャンネルなどのマルチチャンネ j レ音声を、2チャ 
ンネルなどに振り分けて出力することです。 

■ プ□グレッシブ 

インターレス（インターレスの項目を参照）方式では 
なく 、すべての走査線を順番通りに巧いていく順次走 
査のことです。 
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ほ用上のごを意 


設置場所について 

電源プラグは容易に手び届く場所にあるコンセントに 
接続してください。：欠のよラな場所には置かないでく 
ださい。 

• ぐらついた台の上や不ま定な場所。 

• じゅうたんや布団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい所。 

• 密閉された所。 

• 直射日光び当たる所、湿度び高い所。 

• 極端にきし顾。 

• テレビやビデオデッキ、カセットデッキから近い所。 
(テレビやビデオデッキ、カセットデッキといっしょ 
に使用するとさ、近くに置くと、雑音び入ったり、 
映像び乱れたりすることびあります。特に室内アン 
テナのとさに起こりやすいので屋外アンテナの使用 
をおすすめします。） 


ほ用中の本付:の通度上昇について 

使用中、本体の温度びかなり上昇しますび、故障では 
ありません。 

特に、大音量で鳴6し続けると、本体キャビネットの 
天板や側板、底板はかなり熱くなります。このよラな 
ときは、キャビネットに触れないよラにしてください。 
乂傷などのけびの原因になります。 

また、密閉した場所に置いて使用しないでください。 
温度上昇を防ぐため、風通しのよい所でお使いくださ 
し、。 



ホ 

音 


ステレオを聞<とまのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるとさは、 

隣近所に迷惑びかからないよラな音量で 
お聞さください。特に、夜はルさめな音 
でち周囲にはよく通るちのでず。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用にな 
るなどお互いにむを配り、快い生ま環境 
を守りましよう。このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマークでず。 

本巧のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の巧れは、中性洗剤を少し含 
ませた柔らかい巧でふいてください。シンナーやベン 
ジン、アルコールなどは表面を傷めまずので使わない 
でください。 
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故障かな？と思った 6 

修理に出す前に、をラー度点検して<ださい。 

それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談窓口（裏表紙）へお問いをわせください。 


音声 


症状 原因と対応のしかた 

どの音源を選んでも音び出ない、ほ4スピーカーコードが正しく接続されているか確認ずる。 

とんど聞こえない スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認する。 

4本機と選んだ機器の電源が入っているか確認する。 

MASTER VOLUME のレベルが- ood 目になっていないか確認ずる。 

4本機前面の SPEAKERS ( OFF / A / 目/ A + B ) が 「 OFF 」 になっていないか確認する （32 
ぺージ)。 

4 U モコンの MUTING を巧して、消音機能を解除する。 

■> 入力切0換え用のボタン（または本体の INPUT SELECTOR つまみ）で正しい入力が選 
ばれているか確認する。 

■> へッドホンびつながれていないか確認する。 

■> ル音量でしか聞こえないときは NIGHT MODE が働いていないか確認する （62 ページ)。 

4保護回路が働いている。本機の電源を切0、スピーカーの接続にショートがないか確認 
して、ちう1度電源を入れる。 

選んだ機器から音が出ない 4選んだ機器の音声入力端子に正し<接続されているか確認する。 

4接続コードが本機や選んだ機器に正し<接続されているか確認する。 

片方のフ□ントスピーカーから音が ■> ヘッドホンを PHONES 端子につなぎ、ヘッドホンから音が聞こえるか確認する。ヘッド 

出ない ホンの片方のチャンネルしか聞こえない場合は、選んだ機器と本機が正しく接続されて 

いません。正しく接続されているか確認してください。両方のチャンネルが聞こえる場 
含は、フ□ントスピーカーが正しく接続されていません。正しく接続されているか確認 
して < ださい。 

■> モノラル機器を接続しているとをは、 L / R の片方の端子のみに接続していないか確認ず 
る。この場含は、モノラルーステレオ変換ケーブル相 ij 売 0) を使って L / R 両方の端子に 
接続してください。ただし、サウンドフィールド （PRO LOG になど）を選ぶとセン 
タースピーカーからは音が出ません。センタースピーカーを「 N 0」に設定しているとを 
は、フ□ントスピーカー L / R からのみ音が出ます。 

アナ□グ2チャンネル入力の音び出 ■> 選んだ入力に 、 INPUT MODE 機能を使ってデジタル入力固定 （ COAX 、 OPT ) を選ん 

ない でいないか確認する （67 ページ)。 

4入力に MULTI IN を選んでいないか確認する。 

■> 選んだ入力に 、 DIGITAL ASSIGN 機能を使ってデジタル音声入力を割0当てていないか 
確認する （68 ページ)。 

デジタル入力 （ COAXIAL 、 4選んだ入力に 、 INPUT MODE 機能を使ってアナ□グ入力固定 （ ANALOG ) を選んでい 

OPTICAL ) の音び出ない ないか確認する （67 ページ)。または OPTICAL 入力時に 「 COAX 」 を選んでいないか、 

逆に COAXIAL 入力時に 「 OPT 」 を選んでいないか確認する。 

■> 入力に MULTI IN を選んでいないか確認する。 

4アナ□グダイレクト機能を使っていないか確認する。 

4選んだ入力のデジタル音声入力を 、 DIGITAL ASSIGN 機能を使って他の入力に割0当て 
ていないか確認する （68 ページ)。 

HDM 暇続を確認してください。 

ON SCREEN を表示しているときは音がでません 。 ON SCREEN の表示を 「 OFF 」 に 
して < ださい。 

HDMI 接続では、スーパーオーディオ CD は聞けません。 

再生機器によっては、機器側で設定が必要な場含びあ0ます。各接続機器の取扱説明書 
わご覧ください。 

左ちの音のバランスび悪い、または ■> スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認する。 

逆転している ■> Level Settings >^ ニューにあるバランスパラ夕一を調節する。 


HDMI に入力しているソースの音び4 
アンプまたは本機に接続したテレビ ■> 
からでない 
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症状 

原因と対応のしかた 

八ム音またはノイズがひどい 

■> スピーカーおよび各機器が正し<接続されているか確認する。 

■> 接続コードがトランスやモーターから離れているか、テレビや堂光灯からはかなくとち3 
m 離れているか確認する。 

4テレビをイ也のオーディオ機器から離して設置する。 

4 SIGNAL GND が正しく接続されているか確認する（レコードプレーヤーを接続して 
いる場合のみ)。 

■> プラグや端子がミちれている。アルコールでかし湿した巧で H を取る。 

センター/サラウンド/サラウンド 
バックスピーカーの音が出ない、ほ 
とんど聞こえない 

■> シネマスタジオ EX モードを選ぶ （60 ページ)。 

4スピーカーの音量を調節する （63 ページ)。 

4センタースピーカーが 「 SMALL 」 または 「 LARGE 」 に正しく設定されているか確認す 
るほ2ぺージ)。 

4サラウンドバックスピーカーが 「 DUAL 」 または 「 SINGLE 」 に正しく設定されている 
か確認する（日2ページ)。 

サラウンドノ くックスピーカーの音が 
出ない 

■> パッケージにドルビーデジタルサラウンド EX の口づが記載されていてち、フラグが書か 
れていないディスクがあ0ます。サラウンドバックスピーカーから音び出ない場含は、 
サラウンドバックデコーディングモードを 「 ON 」 に設定してください （49 ページ)。 

サブウーファーの音び出ない 

4サブウーファーが正し<接続されているか確認する。 

4スピーカーの電源が入っているか確認する。 

4すべてのスピーカーが 「 LARGE 」 に設定されているとき、 「 Neo :6 Cinema 」 または 
「 Neo :6 Music 」 が選ばれているとサブウーファーからは音が出ません。 

サラウンド効果が得られない 

4サウンドフィールドが働いているか確認する （ MOVIE または MUSIC を押す）。 

4サンプ U ング周蔽数48 kHz を超える信号が入力されているときは、サウンドフィールド 
は働をません。 

ドルビーデジタルや DTS のマルチ 
チャンネルの音声び再生されない 

■> 再生中の DVD などが、ドルビーデジタルや DTS で録音されているか確認する。 

■> DVD プレーヤーなどを本機のデジタル入力端子に接続しているとをは、接続した機器の 
音声の出力設定を確認する。 

録音びでさない 

■> 各機器が正し<接続されているか確認する（15、1アページ)。 

4入力切0換え用のボタン（または本体の INPUT SELECTOR つまみ）で録音したい機器 
を選ぶ （38 ページ)。 

MULTI CHANNEL DECODING 

ランプが青色に点灯しない 

■> 再生機器をデジタル接続し、アンプ側でその入力を選んでいるか確認する。 

-> 再生しているソフトなどの入カソースがマルチチャンネルに对応しているか確認する。 

■> 再生機器側の設定がマルチチャンネル音声に設定されているか確認する。 

■> 選んだ入力のデジタル音声入力を 、 DIGITAL ASSIGN 機能を使って化の入力に割0当て 
ていないか確認する （68 ページ)。 
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映像 


症が 

原因と対応のしかた 

テレビ画面に映像が出ない、または 
明瞭でない 

4適切な入力を選ぶ （38 ページ)。 

4テレビの入カモードを確認する。 

4テレビをオーディオ機器から離す。 

4コンポーネント映像入力の割0当てを正し<設定する （70 ページ)。 

4入力信号を本機でアップコンバートしている場含、入力と同じ信号にずるに6ページ)。 

コンポーネント入力の画像び乱れる 

4コンポーネント映像端子から出力している場合は 、 「PROGRESSIVE OUT 」 の設定び 
「 ON 」 になっていると 525 p 政上の信号の入力信号は出力されません。設定を 「 OFF 」 
にして < ださい。 

4 S VIDEO 端子、 VIDEO 端子から出力している場合は、日2己 P 政上のコンポーネント映像 
の入力は受け付けられません。日2己 i コンポーネント映像を入力してください。 

■> 日2日 pl ； Lb のコンポーネント入力信号を出力する場含は、出力するビデオ端子をコンポー 
ネントにして 、 「PROGRESSIVE OUT 」 の設定を 「 OFF 」 にしてください。 

HDMI に入力しているソースの映像 
がアンプまたは、本機に接続したテ 
レビから出ない 

4ケーブルの接続を確認して<ださい。 

4再生機器によっては、機器側で設定が必要な場合があ0ます。各接続機器の取扱説明書 
ちご覧ください。 

録画がでをない 

■> 各機器が正しく接続されているか確認ずる （18 ページ)。 

4入力切0換え用のボタン（または本体の INPUT SELECTOR つまみ）で録画したい機器 
を選ぶ （38 ページ)。 


リモコン 


症状 

原因と対応のしかた 


U モコンで操作でをない 

4本体の U モコン受光部に向けて操作する。 

4 U モコンと本体の間にある障害物を取り除く。 

4 U モコンの乾電池を交換ずる。 



4本体と U モコンのコマンドモードび一致しているか確認する 
ンのコマンドモードが違ラと操作でをません。 

4 U モコンで正しい入力を選んだか確認ずる。 

(30 ページ)。本体と U モコ 


4他社製の機器を操作でをるように U モコンを設定したときは、 
式によっては正しく操作でをない場をがあ0ます。 

その機器の 一力一や年 


エラー■メッセージ 

本機び正しく動作していないとさ、表示窓にメッセージとチェックコードび表示されます。表示によって、本機の状 
態びわかるよラになっています。 LU 下をご覧になり、表示に合った対応をしてください。2、3度くり返してち正常 


に戻日ないときは、 

ソニーヴービス窓□にご巧談ください。 

メッセージ 

原因と対応のしかた 

PROTECTOR 

スピーカー出力に異常な電流が流れています。または天板の上がふさがれています。2、3秒後に本 
機の電源が自動的に切れます。スピーカーの接続を確認し、再度電源を入れて<ださい。 


本機の設定をリセットずるための参照ページ 


U セツ S するちの 

参照ページ 

すべての設定 

29ぺージ 

調節したサウンドフィールド 

64ぺージ 


86 








保証書とアフターサービス 


巧証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買 
い上げの際、お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめのラえ、 
大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサー ビス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう1度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときはヴービスへ 

お買い上げ店、または添付の 「ソニー ご相談窓□のご 
案内」にあるお近くの ソニーサービス 窓□にご巧談く 
ださい。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 
詳しくは保証書をご覧ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により 
ち料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後8年間 
保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間 
とさせていたださます。保有期間び経過した後ち、故 
障箇所によっては修理可能の場合びありますので、お 
買い上げ店か、サービス窓□にご巧談ください。 

部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換する際に、旧 
部品を回収させていただく場合びあります。あ日かじ 
めご了承ください。 

ご相談になるとをは巧のことをお知百せくださ 
し、。 


• 型名： TA-DA 3200 ES 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


主な仕様 

アンプ部 

実用最大出力 

ステレオモード： 

(8 0、 JEITA ) 

150 W + 150 W 
(4 0、 JEITA ) 

150 W + 150 W 
サラウンドモード： 

(8 0、 JEITA ) 

フ□ント部:150 W +150 W 
センター部:150 W 
サラウンド部：150 W +150 W 
サラウンドバック部：150 W +150 W 
(4 0、 JEITA ) 

フ□ント部：150 W +150 W 
センター部：15日 W 
サラウンド部：150 W +150 W 
サラウンドバック部：150 W +150 W 
スピーカー適合インピーダンス 

フ□ント、サラウンド、センター、ヴラウ 
ンドバック部： 

4 0またはそれ 上 
高調液ひずみ率 

0.09 %UrF 
20 Hz 〜20 kHz 
(8 0負荷） 

120 W +120 W 

周液数特性 

10 Hz 〜1日日 kHz ±3 d 目 （8 Q 時） 

入力（アナ□グ） 

MULTI CHANNEL INPUT 、 SA - CD / CD 、 
TAPE / CD - R 、 MD / DAT 、 DVD 、 TV / SAT 、 
VIDEO 1、2、3 、 TUNER : 

入力感度： 150 mV 
入カインピーダンス：日0 kO 
S / N 比： 96 d 目 

(Input short 、 20 kHz LPF、A ネットワー 
ク） 

PHONO : 

入力感度： 2.5 mV 
入カインピーダンス：日日 kO 
S / N 比； 86 d 目 

(Input short 、 20 kHz LPF、A ネットヮー 
ク） 


入力（デジタル） 

DVD 、 TAPE / CD - R 、 

SA - CD/CD ( COAXIAL ) : 

入カインピーダンス： 7 己 Q 
S/N 比： 96 d 目 

に〇 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

TV / SAT 、 MD / DAT 、 VIDEO 1、2、 3 
( OPT に AL ) : 

S/N 比： 96 d 目 

に〇 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

出力 TAPE 、 MD/DAT ( RECOUT )、 

VIDEO 1、 2 (AUDIO OUT ) : 

出力電圧: 170 mV 
出カインピーダンス：1 kO 
FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R 、 
SURROUND BACK L / R、SUB WOOFER : 
出力電圧： 2 V 
出カインピーダンス： 1 kO 

ビデオ部 

入力/出力 

VIDEO :1 Vp-p 750 
S VIDEO :ルミナンス （ Y ) 

入力感度/出力電圧；1 Vp-p 
入力/出カインピーダンス： 7日0 
ク□マに） 

入力感度/出力電圧：日.286 Vp-p 
入力/出カインピーダンス： 7日0 
COMPONENT VIDEO : ルミナンス（丫） 

入力感度/出力電圧：1 Vp-p 
入力/出カインピーダンス： 7己 Q 
P 巨 /C 巨、 Pr/Cr 
入力感度/出力電圧：日.7 Vp-p 
入力/出カインピーダンス： 7己0 

HDM 刚 

入力/出力 

タイプ A (19 ピン ） HDMI 
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電源’、その他 

電源 AC 100 V 、 50/60 Hz 

消費電力 400 W 

スタンバイ時：1 W 
最大か巧 寸法430 X 175 X 430 mm 

(幅/高さ/奥行き、最大突起部を含む） 

質量 約 15.5 kg 

付属品 電源 コード （1) 

キヤ U ブレーシヨンマイク□フォン： 

ECM - AC 2 (1) 

取扱説明書（本書） （1) 

接続-設定 ガイド （1) 

U モートコマンタ'-: RM - AAL 007 (1) 
RM - AAL 007 用 単 3あマンガン 乾電池 （2) 
ソニーサービス 窓□- ご 相談窓 □のご 案内 
( 1 ) 

な証書 （1) 

仕様および外観は、改良のため、予告な<変更するこ 
とびありますび、ご了承ください。 


まなプ U ント配線板にノ V □ゲン系難燃剤を使用して 
CT«[«V いません 


本機は rj に C 61000-3-2」適合品で ず。 



ホ 

ま 
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エラーメッセージ86 
オンスク U - ン63, 65 
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